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（案） 

寒川町 



はじめに

 私たちのまち寒川は、神奈川県のほぼ中央に位置し、相模川、目久尻川、小

出川の３つの河川が流れ、越の山のみどりなどの豊かな自然環境、寒川神社を

はじめとした歴史的な文化環境に育まれ、さらに、相模川沿いの工場地帯など

の産業面の進展や、さがみ縦貫道路の全線開通など、生活の利便性の向上とと

もに発展してきました。 

近年、環境問題については、公害への対応や衛生的な生活環境の保全といっ

た従来からの課題だけでなく、地球温暖化の進行によって引き起こされる気候

変動に伴う自然災害の顕在化や、食品ロス及びマイクロプラスチック問題への

対応などの新たな課題が明らかになっております。 

これらの多様化する環境問題に対応していくため、第３次寒川町環境基本計

画を策定し、令和３年度より令和１４年度までの町の環境に関する計画とし

て、その計画期間がはじまりました。 

 この計画における令和３年度から令和６年度までの期間を前期期間とし、こ

の４年間で注力し、着実に実施する取り組みを「重点プロジェクト」として位

置付けています。 

 この計画では、都市型公害や身近な環境汚染に関わる取り組みをはじめ、地

域の豊かな自然の保全や創造に関する取り組み、地球温暖化対策に関わる省エ

ネルギーや、再生可能エネルギーの利用の推進及び気候変動への適応の取り組

み、ごみの減量化や適正処理及びリサイクルの推進の取り組み、及び清潔で美

しいまちなど、快適な都市環境の形成に関わる取り組みを対象としています。 

 その中でも、昨今の不安定な国際情勢を受けたエネルギー価格の高騰や供給

不足への恐れなど、これまでに想定しえなかった事態に直面することとなりま

した。 

 このような特殊な状況が好転することがない中で、この計画と茅ヶ崎市と共

同表明した「茅ヶ崎市・寒川町気候非常事態宣言」に基づき、より一層の省エ

ネルギーの推進や再生可能エネルギーの利用の促進など、町として進めていく

べき取り組みを着実に推進してまいります。しかし、これからの大きな環境の

変化、特に気候変動などの地球規模の問題においては、事業者や団体との連携

はもちろんのこと、町民一人ひとりの心がけと取り組みを欠かすことはできま

せん。町民の皆様には節電や節水、省エネ家電への買い換えなど、身近なとこ

ろから取り組んでいただけるようご協力をお願いいたします。 
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寒川町環境報告書の趣旨

寒川町では、環境の保全及び創造に関する基本理念を示した「寒川町環境基本条例（平成 13 年

3 月制定）」に基づき、平成 15 年 3 月に町が目指す望ましい環境像の実現に向けた施策を体系別・

方向別に掲げた「寒川町環境基本計画」を策定しました。その後、平成 20 年 3 月に寒川町環境基

本計画を改訂し（中間見直し）、平成 24 年 3 月に第 2 次寒川町環境基本計画を策定し、取り組み

を推進してきました。 

その後、社会状況等が大きく変化する中、上位計画である「寒川町総合計画 2040」との整合性

を図りながら、多様化する環境問題に対応し、次世代までの町民誰しもがこころ穏やかに暮らせ

るまちとなることを念頭に第 3 次寒川町環境基本計画を策定し、新たな取り組みを始めました。

計画期間は令和 3 年度から令和 14 年度の 12 年間とし、前期・中期・後期の 4 年毎に計画や取り

組み施策の見直しが必要か検討するものとしています。 

環境報告書は、寒川町環境基本条例第 10 条の規定に基づき、環境の現状や環境基本計画に基づ

き実施された前年度の施策の取り組み等の進捗状況の点検・評価をとりまとめたもので、町民・

事業者等に公表することにより、各主体の参加のもとで取り組みを進めていきます。 

「PDCA サイクル」は、「環境報告書」を通じた「毎年度のサイクル（進行管理）」と「計画全体

を見直すサイクル」を継続していきます。 

■寒川町環境基本計画の進行管理の仕組み（PDCA サイクル）

■「環境報告書」を通じた毎年度の PDCA サイクル（進行管理）

P （計画立案） 予算を確定し、取り組みの変更、追加を行います。

D （実践） 本計画に基づき、取り組みを推進します。

C （点検・評価） 環境の現況及び環境指標の点検、施策の進捗状況の点検などを行います。

A （見直し） 翌年度の取り組みや予算への反映方針を検討します。
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■「環境報告書」の作成の手順

①「環境指標」、「各種環境データ」、「環境施策の取り組み状況」を報告する

【 進行管理担当課・関係各課 ⇒ 事務局 】
②環境報告書（案）を取りまとめる  【 事務局 】
③環境報告書（案）を「環境調整委員会・同専門部会」へ報告する

【 事務局 ⇒ 環境調整委員会・同専門部会 】
④環境報告書（案）を「環境審議会」へ報告し、意見をもらう【 町長 ⇒ 環境審議会 】
⑤環境審議会での意見を含め、環境報告書を取りまとめ、町民へ公表する

【 町長 ⇒ 町民・事業者 】
⑥環境報告書の内容を翌年度予算に反映させる 【 関係各課 】
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第 3 次寒川町環境基本計画について 

（１）計画の体系

第 3 次寒川町環境基本計画では、望ましい環境像を「環境と人が共生し、次世代まで良好な環

境が受け継がれ“新化”するまち さむかわ」とし、この望ましい環境像を目指して、５つの基

本目標【健康で、安心して暮らせるまちの形成】、【自然との共生】、【低炭素社会の形成】、【循環

型社会の形成】、【快適なまちの形成】を定めています。 
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（２）環境指標、施策の方向性、具体的な取り組み

 望ましい環境像を実現するための基本目標に基づき、環境指標、施策の方向性、具体的な取り

組みを以下のように設定しています。 

【基本目標１】健康で、安心して暮らせるまちを形成します 
1-１空気と水をきれいにする

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

NO2 の各測定箇所での環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 
SPM の各測定箇所での環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 

町内における電気自動車導入累積台数 68 台 88 台 108 台 128 台 

工場、事業所からの排水基準の適合率 
県測定 100％ 100％ 100％ 100％ 
下水道課測定 

77.8％ 
100％ 100％ 100％ 

公共下水道人口普及率 93.19％ 94.60％ 95.72％ 96.85％ 
公共下水道水洗化率（下水道供用済人口比） 97.59％ 98.09％ 98.49％ 98.89％ 

BOD の環境基準適合率 ・目久尻川
・小出川
・一之宮幹線（一之宮第 2 排水路）

100％ 100％ 100％ 100％ 
29.20％ 29.20％ 37.50％ 41.70％ 
83.30％ 91.70％ 100％ 100％ 

地下水の環境基準適合率 71.40％ 71.40％ 85.70％ 100％ 

公害苦情件数（大気汚染に係る苦情件数） 
11 件 

（屋外焼却含む） 
毎年、前年度より減らす 

水質事故件数（水質事故に係る対応件数） 5 件 毎年、前年度より減らす 
1-1-1 大気環境の保全

施策の方向性 具体的な取り組み 

工場・事業所等からの大気汚
染防止を推進します 

県と連携して大気汚染防止法等の法令に基づく規制、基準の遵守について指導します。 
屋外焼却（野焼き）について法令等に基づく規制・指導を徹底するとともに、屋外焼却防止の
普及・啓発を推進します。 

自動車からの排気ガス抑制
に向けた取り組みを推進しま
す 

アイドリングストップをはじめとするエコドライブの促進とノーカーデーを呼びかけます。
燃料電池自動車、電気自動車、天然ガス自動車、ハイブリッド自動車などの低公害車や次
世代自動車の利用を促進します。 

大気汚染に係る情報収集、情
報提供を図ります 

町内の大気環境に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における大気汚染の防止に資する取り組み等について、町民や事業
者に情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、大気汚染関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に対
応し、その解決に努めます。 

1-1-2 水質環境の保全
施策の方向性 具体的な取り組み 

工場・事業所からの水質汚濁
防止を推進します 

県と連携して水質汚濁防止法等の法令に基づく規制、基準の遵守について指導します。 
公共下水道へ接続する工場・事業所からの排水について水質検査を行います。 
水質事故・水質汚濁の原因究明と発生防止に努めます。 

生活排水対策を推進します 

生活排水に対する配慮についての情報提供を行います。 
下水道事業計画に基づいた計画的・効率的な下水道の整備を進めます。 
公共下水道への接続を促進します。 
老朽化した下水道の計画的な維持管理・整備を進めます。 

農業排水対策を推進します 農業排水に関連する指導や啓発等を実施します。 

水質汚濁や地下水汚染に係
る情報収集、情報提供を図り
ます 

町内の河川等の水質に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における水質汚濁の防止に資する取り組み等について、町民や事業
者に情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、水質汚濁関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に対
応し、その解決に努めます。 
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1-2 生活に不快感を与える騒音や悪臭等を防止する

環境指標の項目 
現状及び基準年
度実績値（R 元） 

達成目標 
前期 中期 後期 

道路交通騒音の環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 
道路交通振動の環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 
臭気の規制基準値の達成状況 100％ 100％ 100％ 100％ 

公害苦情件数 ・騒音に係る苦情
・振動に係る苦情
・悪臭に係る苦情

17 件 
毎年、前年度より減らす 1 件 

6 件 
1-2-1 騒音・振動の防止

施策の方向性 具体的な取り組み 
工場・事業所、建設作業等か
らの騒音・振動の防止を推進
します 

騒音規制法や振動規制法等に基づく規制、基準の遵守について指導します。 

公共工事における騒音・振動への配慮を徹底します。 

道路交通騒音・振動の防止を
推進します 

幹線道路網の整備により、生活道路への通過交通量を削減します。 
道路の維持補修等による道路面の適正な維持・管理に努めます。 
交通量の多い幹線道路については、関係機関と連携し、騒音、振動の低減対策に努めま
す。 
アイドリングストップをはじめとするエコドライブを促進します。【再掲】

騒音・振動に係る情報収集、
情報提供を図ります 

町内の騒音・振動に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における騒音・振動の防止に資する取り組み等について、町民や事業
者に情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、騒音・振動関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に
対応し、その解決に努めます。 

1-2-2 悪臭の防止
施策の方向性 具体的な取り組み 

工場・事業所、畜産からの悪
臭の防止を推進します 

悪臭防止法等に基づく規制、基準の遵守について指導します。 
県と連携して、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律に基づく規制、
基準の遵守について指導します。 

悪臭に係る情報収集、情報提
供を図ります 

町内の臭気に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における悪臭の防止に資する取り組み等について、町民や事業者に
情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、悪臭関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に対応
し、その解決に努めます。 

1-3 災害・事故時等の生活環境対策を推進する

環境指標の項目 
現状及び基準年
度実績値（R 元） 

達成目標 
前期 中期 後期 

ダイオキシン類の大気調査における最大値 
最大値 

0.031pg-TEQ/㎥ 
環境基準値（0.6pg-TEQ/㎥） 

以下の維持 

ダイオキシン類の水質調査における最大値 
最大値 

0.28pg-TEQ/ｌ 
環境基準値（1.0pg-TEQ/ｌ） 

以下の維持 

ダイオキシン類の土壌調査における最大値 
最大値 

3.8pg-TEQ/ｇ 
環境基準値（1,000pg-TEQ/ｇ） 

以下の維持 

ダイオキシン類の底質調査における最大値 
最大値 

4.9pg-TEQ/ｇ 
環境基準値（150pg-TEQ/ｇ） 

以下の維持 

地盤沈下の状況 
2 ㎝以上沈下し
た水準点なし 

（調査地点 20 地点） 

2 ㎝以上沈下した 
水準点がないこと 

1-3-1 有害化学物質の漏洩防止、災害・事故時等の拡散防止等における生活環境対策
施策の方向性 具体的な取り組み 

有害化学物質の漏洩防止
や、災害・事故時等の拡散防
止を推進します 

県と連携してダイオキシン類対策特別措置法等に基づく規制・基準の遵守について指導しま
す。 
県と連携して工場・事業所等からの有害化学物質によるリスクを減らすため、PRTR 制度の
趣旨に基づく自主管理の徹底を図るよう指導します。 
農薬、除草剤等の適正使用や管理について指導に努めます。 
分別収集の徹底等適正な廃棄物処理を推進し、有害ごみによる汚染を未然に防止するよう
に努めます。 
災害・事故時における有害化学物質の拡散防止等について関係機関と共に適切に対応しま
す。 

有害化学物質等に係る情報
収集、情報提供を図ります 

町内におけるダイオキシン類に係る調査を実施します。 
放射性物質について、必要に応じた測定を行い安全性について監視するとともに、町民に
対して情報提供を行います。 

1-3-2 土壌汚染、地盤沈下の防止
施策の方向性 具体的な取り組み 

土壌汚染、地盤沈下の防止
を推進します 

県と連携して土壌汚染、地盤沈下を防止するため、法令などに基づく規制、基準の遵守につ
いて指導します。 

土壌汚染、地盤沈下に係る情
報収集を行います 

町内における地盤沈下に係る調査を実施します。 
事業所による地下水の揚水量、地下水位の状況を把握します。 
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【基本目標２】歴史とともに育まれた自然と共生します 
2-1 農地を保全し、農地の持つ環境保全機能を強化・活用する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

遊休農地面積 3.4ha 3.3ha 3.2ha 3.1ha 
農産物直売施設数 24 箇所 24 箇（現状維持） 
家庭菜園区画数 179 区画 179 区画（現状維持） 
エコファーマー認定農家数 5 戸 5 戸（現状維持） 

2-1-1 農地の保全、活用
施策の方向性 具体的な取り組み 

貴重な自然資源である農地を
保全します 

遊休農地の解消に努めます。 
農地の認定農業者等への集約化を推進します。 
地域の農業育成と地場農産物の品質向上を推進します。 
地産地消を推進します。 
エコファーマー制度の登録・認定に関する普及啓発を推進します。
家庭菜園の利用を促進します。 
農業体験を支援します。 

農地の持つ環境保全機能を
強化し、活用します 

環境保全型農業を推進します。 
農地の持つ、生物多様性・貯水・気温調整等の役割を活用します。 
2-2 生きものの生息空間を保全し、生物多様性を確保する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

自然環境保全地域面積 11.1ha 11.1ha（現状維持） 
保存樹林面積 15,338 ㎡ 15,338 ㎡（現状維持） 
保存樹木指定本数 47 本 48 本 49 本 50 本 
環境学習講座や自然観察会への参加人数 3,756 人 3,800 人 3,850 人 3,900 人 

2-2-1 動植物の保全と生息環境の保全
施策の方向性 具体的な取り組み 

多様な生物が生息・生育する
環境を保全・創出します 

みどりの基本計画に基づき緑や水辺を保全・創出します。 
緑地・河川・湧水等の自然環境の維持・保全に努めます。 
自然観察ができる場所の整備に努めます。 
保存樹林・樹木指定制度等による樹林・樹木の保全に努めます。 
町民参加による樹林・樹木の維持・管理活動への支援を行います。 
外来種や有害鳥獣に対する取り組みを進めます。 
緑地の保全やまちの中の緑化を推進します。 

まちの自然を知り、触れ合い、
保全する意識の向上を図りま
す 

定期的に町内の動植物の生息・生育状況を調査します。 
樹林地や樹木の分布に関する実態を把握します。 
自然とふれあう散策路を整備します。 
自然観察会の開催など、野生動植物に関する情報を提供し知識の普及を進めます。 

環境教育・環境学習を推進し
ます 

環境教育・学習に係る先進的な取り組み事例を研究し、学校や家庭、地域での取り組みに
反映します。 
学校への環境学習に係る出前授業、教材提供を行います。 
環境イベントの実施や環境に関する講演会などを実施します。 

2-3 歴史・文化を保全し、次世代へ継承する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町内の指定・登録文化財の件数 22 件 25 件 26 件 27 件 
普及啓発活動等の参加者数 200 人 220 人 240 人 260 人 

2-3-1 歴史・文化環境の保全
施策の方向性 具体的な取り組み 

貴重なまちの歴史・文化を保
全します 

重要文化財や埋蔵文化財を保全します。 
本町の貴重な文化遺産を保護・継承していくために、町民が郷土の歴史や伝統に対する理
解を深めるとともに、文化財に対する愛護意識の啓発・普及を図ります。 
本町の歴史に関する資料を調査、収集、保存し、講座や企画展示の開催、刊行物の発行等
の情報発信を行い、その活用を図ります。 
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【基本目標３】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します 
3-1 省エネルギーを推進する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町の事務事業に伴う電気使用量 
5,426ＭＷｈ 
（Ｈ２５実績を基準）

5,317ＭＷｈ 5,209MWｈ 5,100ＭＷｈ 

町の事務事業に伴う CO2 排出量 
2,614ｔ-CO₂ 
（Ｈ２５実績を基準）

2,195ｔ-CO₂ 1,778ｔ-CO₂ 1,464ｔ-CO₂ 

上水使用量 5,992 千㎥ 現状以下の維持 
3-1-１省エネルギーの推進

施策の方向性 具体的な取り組み 

町民、事業者に対する省エネ
ルギーに対する意識啓発を
推進します

町民や事業者に対して、広報や町ホームページによる省エネルギーの意識啓発を図りま
す。 
エネルギー利用の見える化を促進します。
中小事業所の環境マネジメントシステムの認証取得を支援します。 
湘南エコウェーブプロジェクトによる藤沢市・茅ヶ崎市と連携した各種取り組みを推進します。 

町の事務事業における省エ
ネルギーを推進します

地球温暖化対策実行計画（行政編）に基づく省エネルギー行動の徹底を図ります。（空調や
照明の適正管理、節水等） 
公共施設の省エネ診断を実施します。 
公共施設におけるエネルギー利用の見える化を推進します。 
公用車におけるエコドライブ等を推進するとともに、更新の際にはより低公害な自動車への
移行を行います。 
町の実態に即した独自の環境マネジメントシステムの導入を検討します。 

省エネ機器の導入を推進し
ます 

公共施設における省エネ機器（設備、事務機器）の導入を推進します。 
家庭や事業所における省エネ機器の導入を進めます。 

3-2 再生可能エネルギーの利用を推進する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町の公共施設における太陽光エネルギー利用施設数 100 箇所 11 箇所以上 
3-2-1 再生可能エネルギーの利用の推進

施策の方向性 具体的な取り組み 

家庭や事業所における再生
可能エネルギーの利用促進
に努めます 

太陽光発電設備の普及促進に係る周知啓発を図ります。 
再生可能エネルギーの導入に関する国や県の補助制度等の情報を収集し町民や事業者に
広く情報提供するとともに、町独自の補助制度の検討を進めます。 

公共施設における再生可能
エネルギーの活用を図ります

公共施設における太陽光発電などの再生可能エネルギー設備の設置を検討します。 
再生可能エネルギーの導入に関する国や県の補助制度等の情報を収集し、公共施設への
導入にあたって、活用が可能か検討します。 

3-3 気候変動の影響に適応したまちをつくる

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

自主防災訓練の実施回数 21 回 22 回 
3-3-1 自然災害対策の推進

施策の方向性 具体的な取り組み 

水害対策を推進します 

河川や水路の改修、排水施設の整備、雨水流水対策等を推進します。 
下水道管や貯留施設等の適切な維持管理を行います。 
雨水幹線等の整備を行います。 
町民、事業者へ洪水ハザードマップの周知徹底を図ります。 

水害に関する防災意識の向
上を図ります 

地域の自主防災組織の育成を促進し、防災訓練などを通じて、町民の水害に関する防災意
識の向上を図ります。 

3-3-2 健康対策の推進
施策の方向性 具体的な取り組み 

熱中症対策を推進します 
小中学校、福祉施設等におけるエアコン設置を完備するとともに、適切な温度設定と機器の
維持管理に努めます。 
熱中症予防に係る情報提供や学習講座の開催を推進します。 

感染症対策を推進します 
感染症リスクに関する情報提供を行います。 
学校や保育所等における児童や園児の手洗い励行や給食の衛生管理の徹底を図ります。 

3-3-3 気候変動に伴う自然環境との関わりの把握
施策の方向性 具体的な取り組み 

生態系の変化を把握します 
定期的に町内の動植物の生息・生育状況を調査します。【再掲】 
気候変動と生態系の変化に係る情報収集と提供に努めます。 
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【基本目標４】資源が循環する仕組みを構築します 
4-1 ごみの減量化や資源化を推進する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

一人 1 日当たりのごみ排出量 784ｇ 729ｇ 725ｇ 721ｇ 
一人 1 日当たり家庭系ごみ排出量 612ｇ 457ｇ 453ｇ 449ｇ 
リサイクル率 27.60％ 33.30％ｔ 35.80％ 39.90％ 
一般廃棄物の年間総排出量 13,888ｔ 12,598ｔ 12,528ｔ 12,459ｔ 

フリーマーケットの出店数 186 店舗 
238 店舗の維持 

（238 店舗はＨ27～R 元年度の平均値） 
「不用品登録制度」の年間利用件数(※成立した件数) 31 件 34 件 37 件 40 件 

4-1-1 ４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）の推進
施策の方向性 具体的な取り組み 

ごみの発生量を抑制します 

生ごみ処理器（機）を普及推進するための広報を拡大します。 
生ごみ処理機器の設置補助等によるごみ減量化を推進します。 
学校給食の残りの堆肥化など、学校での率先的なごみ減量化を推進します。 
プラスチックごみ（レジ袋）の削減につながるマイバック運動を推進します。 
可燃ごみ及び廃プラスチック製容器包装の有料袋の継続及び見直しを推進します。 
事業者に対するごみの削減を周知啓発し指導を強化します。 
食品ロスを削減するための取り組みを推進します（3010 運動等）。 
ごみの発生抑制やリサイクルに関する児童向け及び自治会等への環境学習や出前講座へ
職員を派遣します。 
食品ロス削減などの協力店を充実させます。 

リユース・リサイクルを推進し
ます

フリーマーケットの開催による不用品再利用を促進します。
不用品登録制度を推進します。 
機関紙などを通じてより分かりやすいごみの出し方を周知啓発するとともに指導を行いま
す。 
廃棄物の回収・再資源化を促進します。 
家畜が排出する排泄物のリサイクルを促進します。 

4-2 ごみの適正管理・適正処理を推進する

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

違反ごみの収集量 5,114ｋｇ 4,900ｋｇ 4,700ｋｇ 4,500ｋｇ 
4-2-1 ごみの適正管理・適正処理の推進

施策の方向性 具体的な取り組み 
ごみの適正管理を推進します ごみの収集回数の適正化に努めます。 

ごみの適正処理を推進します 
広域化計画に基づく廃棄物の適正処理を推進します。 
農業用廃棄物の適正処理を支援します。 

4-3 水が循環するまちをつくる

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R 元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

雨水貯留施設設置助成件数（平成 24 年度以降の累計） 35 件 55 件 71 件 87 件 
4-3-1 水循環の推進

施策の方向性 具体的な取り組み 

まちづくりにおける水循環を推
進します 

農地・樹林地を保全し、地下水の涵養を図ります。 
雨水の敷地内浸透の促進を図ります。 
道路排水の地下浸透を図ります。 
雨水貯留槽の設置や、浄化槽の転用を進め、雨水利用を促進します。 

地下水に係る情報収集、情報
提供を推進します 

地下水の揚水量、地下水位の状況を把握します。【再掲】 
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【基本目標５】快適で住みやすい都市環境を構築します 
5-1 都市の中の水辺や緑を創出する

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

都市計画区域面積に対する緑地の割合 28.20％ 28.20％（現状維持） 
1 人当たりの公園面積 3.9 ㎡ 3.9 ㎡ 4.0 ㎡ 4.1 ㎡ 
緑化活動ボランティア数 12 人 16 人 20 人 24 人 

河川を活用した事業実施回数（他団体との連携を含む） 13 回 
17 回の維持 

（17 回はＨ27～Ｒ元年度の平均値） 
小出川の多自然型河川工法等による整備延長 2,692.9ｍ 現状より増やす 
親水護岸の箇所数 2 箇所 2 箇所（現状維持） 

5-1-1 都市の中の水辺や緑の創出の推進
施策の方向性 具体的な取り組み 

公共施設における緑の創出を
推進します 

公園整備、維持管理を進めます。 
街路樹など、緑地帯の適切な維持・管理を進めます。 
公共施設の緑化を進めます。 

町民、事業者の緑の創出を促
進します 

町民、事業者による緑化活動を推進します。 
開発時などにおける緑化を指導します。 

潤いある水辺の創出を推進し
ます 

河川改修工事において、関係機関へ必要に応じ環境配慮を求めます。 
農業用排水路などの整備において、水辺環境に配慮します。 
町内の湧水地を保全し、活用方法を検討します。 
河川沿道の緑道化を推進します。 

5-2 環境に配慮した交通インフラの整備などのまちづくりを推進する

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町道維持工事着手率（90 路線） 93.30％ 96.60％ 98.90％ 100％ 
5-2-1 公共交通やインフラ等の整備

施策の方向性 具体的な取り組み 

利便性が高く、環境負荷の低
減へ繋がる公共交通、インフラ
整備を推進します 

安全で歩きやすい歩道の整備を進めます。 
自転車が利用しやすい環境づくりを推進します。 
不法占有物や放置自転車に関する取り組みを行います。 
幹線道路網の整備により、生活道路への通過交通量を削減します。【再掲】 
道路の維持補修等による道路面の適正な維持・管理に努めます。【再掲】 
日常の通勤・通学や買い物などで利用しやすい交通ネットワークを形成します。 
公共自転車駐車場の利便性を向上し、自転車利用を促進します。 
まちの公共交通機関の充実を図るとともに、公共交通機関の利用を促進します。 
サイクルアンドバスライドの利用を促進します。

5-2-2 地域整備における環境配慮
施策の方向性 具体的な取り組み 

新たなまちづくりにあたって環
境配慮に努めます。 

ツインシティ倉見地区の整備にあたっては既存の農地や自然環境との調和に配慮するととも
に、地球環境にやさしい環境共生都市の実現を目指します。

5-3 清潔で美しいまちをつくる

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

不法投棄パトロールによる不法投棄箇所確認 3 箇所 2 箇所 1 箇所 0 箇所 
自主的な環境美化活動の回数 50 回 55 回 60 回 65 回 
環境美化活動の参加人数 
（美化キャンペーンへの参加も含む） 

4,580 人 4,600 人 4,650 人 4,700 人 

環境美化活動の実施団体等 41 団体 46 団体 49 団体 52 団体 
さむかわエコネットの環境活動における参加人数（目久尻川クリーン
作戦） 

187 人 200 人 215 人 230 人 

5-3-1 環境美化活動や不法投棄対策の推進
施策の方向性 具体的な取り組み 

散乱ごみ対策を推進します 
ごみ集積場での散乱を防止します。 
ポイ捨て防止の啓発を進めます。 

不法投棄対策を推進します 
不法投棄パトロールを実施します。 
不法投棄箇所における看板設置などによる意識啓発活動を推進します。 

環境美化活動を促進します 

寒川町住みよい環境を守り育てるまちづくり条例に基づくまちの美化活動を推進します。 
自治会・企業・学校などでの環境美化活動等を支援します。 
まちぐるみ美化運動や河川美化キャンペーンなどの取り組みを推進します。 
ペットの適正な飼養方法について啓発します。（ペットの糞の放置禁止等） 

5-3-2 景観の保全
施策の方向性 具体的な取り組み 

まちなかにおける美しい景観を
創出します 

寒川駅周辺における緑の空間の維持を推進します。 
遊休農地等を活用した景観作物の栽培などを進めます。 
土地区画整理事業に併せ地区整備計画を策定し、秩序ある土地利用を図ります。 

新たなまちづくりにおける美し
い景観を形成します 

ツインシティ倉見地区、田端西地区の整備など新たなまちづくりにあたっては、周辺環境と調
和する景観を形成します。
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（３）重点プロジェクト

本計画は令和 14 年度を目標とした 12 年間の長期的な計画となります。このため、速いスピー

ドで変化する環境を取り巻く社会情勢を勘案すると、着実な進行管理のもと、その時々の情勢に

見合った環境対策をフレキシブルに講じていく必要があります。 

そこで、現在の社会情勢や町の環境課題を勘案した課題を踏まえ、本計画の前期期間である令

和 3 年度から令和 6 年度の 4 年間で、着実に実施する町の取り組みを位置付けた以下の重点プロ

ジェクトを設定します。 

【水辺を中心としたまちをきれいにしよう！プロジェクト】 

（１）小出川を中心とした河川水質の改善・監視強化

取り組み１ 目久尻川、小出川の水質調査（定期検査）の実施 

取り組み２ 小出川における流域自治体との水質調査情報交換による汚染源の特定と対策の検討 

（２）下水道整備の推進と接続の推進

取り組み１ 未整備区域の下水道整備の推進 

取り組み２ 未接続家庭等への公共下水道への接続の推進 

（３）水辺を中心とした環境美化の推進

取り組み１ 河川美化キャンペーンの実施 

取り組み２ 目久尻川クリーン作戦及び小出川クリーン作戦の実施（さむかわエコネット主催） 

取り組み３ まちぐるみ美化運動の実施 

取り組み４ 
河川美化キャンペーン、目久尻川・小出川クリーン作戦、まちぐるみ美化運動、その他環境美

化活動でのごみの収集量の削減 

（４）水辺の自然とのふれあいの推進

取り組み１ 旧目久尻川ふるさと緑道等における動植物への配慮や観察に資する整備 

取り組み２ 自然観察の森における自然観察会の実施 

取り組み３ 川の生き物調査隊、野鳥観察会の実施 

取り組み４ 
自然環境に係るイベントへの参加人数の増進（川の生き物調査隊、野鳥観察会、目久尻川ふ

れあいウォーク） 

取り組み５ 町内に生息・生育する動植物調査の実施 

【二酸化炭素排出実質ゼロのまちキックオフ！プロジェクト】 

（１）公共施設における施設設備等の運用改善

取り組み１ 中央熱源型空調機における高効率な運転方法への調整 

取り組み２ 庁舎等の照明の間引き、必要限度の照度への調整 

取り組み３ 空調機器のフィルター類の清掃頻度を上げた送風効率の向上 

（２）公共施設における施設設備等の更新

取り組み１ 高効率ヒートポンプなど省エネルギー型の空調設備への更新 

取り組み２ 街路灯をはじめとする町有施設の照明の LED 化 

取り組み３ 国・県の補助事業等を積極的に活用した省エネ設備の導入 

（３）公共施設における再生可能エネルギーの導入

取り組み１ 町の公共施設などへの太陽光発電設備等の導入 

（４）湘南エコウェーブプロジェクトの推進

取り組み１ みどりの保全セミナー、親子環境バスツアーなどの各種環境学習事業を実施 

（５）再生可能エネルギー由来の電力調達による電力使用の低炭素化

取り組み１ 町の公共施設における再生可能エネルギー由来の電力調達の導入 

（６）町民・事業者に対する省エネ行動や再生可能エネルギー導入の促進

取り組み１ 広報における省エネ行動促進特集記事の掲載 

取り組み２ 町内事業所に対する神奈川県の省エネ診断事業等の積極的な紹介と受診促進 

取り組み３ 町独自の再生可能エネルギー導入に向けた補助制度の検討と実施 

（７）二酸化炭素の吸収源となる樹林地の保全

取り組み１ 地域森林計画対象民有林面積の維持の促進 

取り組み２ 自然環境保全地域の指定の継続 

（８）都市緑化等による二酸化炭素の吸収源の創出

取り組み１ 
街区公園などの身近な公園や、地区公園や運動公園などの大規模な公園、都市緑地、緑道

などの整備の推進 

取り組み２ 公共施設における緑地の維持の推進 

取り組み３ 民間施設における緑地の維持の促進 
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令和４年度 さむかわの環境の概要

 

 

 

 

 ここでは、健康な生活を送るには欠かせない、大気や水質環境の保全から騒音・振動・悪臭の

防止、有害物質の漏洩防止に資する取り組みを対象としており、その概要は次のとおりです。 

【1-1.空気と水をきれいにする】 

○大気調査

町内の大気環境に係る調査を実施しており、近年は測定数値が環境基準内であることから、隔

年での調査としています。本年度は調査年ではありませんが、令和 3年度は、環境指標のＮＯ₂（一

酸化二窒素）及びＳＰＭ（浮遊粒子状物質）等について環境基準値内でした。次回調査は令和 5年

度を予定しています。 

大気の汚染原因として多く苦情が寄せられている屋外焼却行為（野焼き）に関しては、引き続

きホームページ等にて違法焼却の禁止啓発を行うとともに、野焼きを原因とする煙等の被害の相

談対応や、発生現場での原因究明と原因者への指導を徹底してまいります。 

○河川の水質

河川等の水質改善については、重点プロジェクトにも位置付けています。毎月水質調査を実施

しており、目久尻川におけるＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の環境基準適合率は 100％となり、

一之宮幹線（一之宮第 2 排水路）は前年度と比較して低下しており、また、小出川では依然とし

て低い状態が続いています。 

小出川の水質改善については、神奈川県大気水質課と藤沢市、

茅ヶ崎市から構成される「小出川水質改善情報交換会」で、現状

把握や汚濁発生源のための調査、今後の取り組みについて協議を

実施しています。令和 4年度は、畜舎の排水処理施設の故障によ

り濁水流入する事故があったため、水質への影響がないか調査を

行いました。令和 5年度はこの調査結果を基に今後の取り組みに

ついて協議を行っていきます。 
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ＢＯＤ環境基準適合率の推移

一之宮幹線(一之宮第２排水路(弥生橋)) 目久尻川(宮山橋) 小出川（一ツ橋・大曲橋）

【基本目標１】健康で、安心して暮らせるまちを形成します 

↑小出川本流

望ましい環境像「環境と人が共生し、次世代まで良好な環境が受け継がれ“新化”するま

ち さむかわ」の実現に向けて、５つの基本目標と、２つの重点プロジェクトに基づき実

施した令和４年度の取り組みの概要は次のとおりです。 

※この報告書では、町が各河川、水路において 1年間を通じてＢＯＤを測定し、環境基準に適合した割合を「環境基準適合率」として
算出、表示しています。

年度 
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○汚水施設整備

事業所排水や生活排水の流入を防ぎ、公共水域を保全するため、汚水施設整備を進めています。

令和 4 年度は未整備区域への汚水施設整備は実施しておらず、前年度と指標値は変わらず、公共

下水道人口普及率は 93.46％です。引き続き事業計画内の整備に向けた調査等を進めます。 

下水道への接続を促進させるため、下水道整備に伴い、新規に下水道に接続が可能となった方

を対象に、個別訪問を行い、助成金についての紹介等を行いました。また下水道未接続世帯へは

接続をお願いするチラシの配布や接続依頼の文書、アンケートの送付を行いました。 

※公共下水道人口普及率は下水道処理区域の増減だけではなく、行政人口と処理区域内人口の増減により変動します。

※公共下水道人口普及率＝処理区域内（下水道利用可能区域内）人口／町の総人口

※水洗化率＝水洗化(下水道利用)人口/処理区域内(下水道利用可能区域内)人口

【1-2.生活に不快感を与える騒音や悪臭等を防止する】 

○道路交通騒音・振動調査、臭気調査

隔年で実施している道路交通騒音・振動調査、臭気調査について、本年度は調査年ではありま

せんが、令和 3年度の騒音・振動、臭気の基準達成率がそれぞれ 100％となりました。騒音、振

動、悪臭の公害苦情件数は前年度と比較すると減少傾向で、公害苦情件数の総数も減少していま

す。 

なお、騒音の主な内容は事業所の作業音等、振動は事業所の解体工事、悪臭は農家の屋外焼却

行為等となっています。 
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○立入調査

町内事業所へは、神奈川県湘南地域県政総合センター環境保全課と合同の立入調査を実施して

おり、現状を把握するとともに必要に応じて指導を行い、事前の公害防止に取り組みました。 

【1-3.災害・事故時等の生活環境対策を推進する】 

○災害・事故時等の連携体制

災害・事故時等に発生しうる公害に対し、迅速な情報共有と適切な対応を行うため、一定規模

の事業所（32 事業所）と環境保全協定を締結しています。 

○有害物質調査

有害物質であるダイオキシン類の調査は、近年、環境基準値内にあることから、河川水質・底

質の調査を隔年とし、大気・土壌の調査については、4年に１回の調査としています。令和 4年

度の調査はなく、令和 5年度に河川水質・底質・大気・土壌のダイオキシン類の調査を実施する

予定です。 

ここでは、動植物やその生態系に関わる環境について、主に樹林や農地等の自然の保全や創造、

これらの周知啓発等や、環境学習の実施等を取り組みの対象としており、その概要は、次のとお

りです。 

【2-1.農地を保全し、農地の持つ環境保全機能を強化・活用する】 

令和元年度に 3.47ha あった遊休農地については、新たな就農者が優先的に利用権設定をしたこ

とにより、1.72ha の大幅減少ととなり、指標を達成しました。遊休農地が減少することにより、

遊休農地であった田に水が張られるなど、ヒートアイラ

ンド現象の緩和にも繋がります。

今後も、農業体験や家庭菜園区画の利用促進等、町内就

農者数の増加に資する取り組みを実施し、農地の保全に

取り組んでいきます。 

【2-2.生きものの生息空間を保全し、生物多様性を確保する】 

○保存樹林・樹木

保存樹林面積及び保存樹木指定本数について、令和 3年度より補助制度を再開しました。補助

制度再開に伴い、現状把握調査を実施した結果、保存樹林面積及び保存樹木指定本数における実

際の樹林面積や樹木本数は、減少していたことが分かりました。保存樹林及び保存樹木は個人所

有であるため、土地所有者の意向等による伐採が、主な減少理由となります。 

○自然観察ができる場所の整備

さむかわエコネットの協力により、旧目久尻川ふるさと緑道の整備が行われ、生態系への影響

を考慮しながらのホタル復活プロジェクトが行われました。また、相模川の河川敷では桂川・相

【基本目標２】歴史とともに育まれた自然と共生します 

↑一之宮愛児園の芋の苗植え体験 
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模川流域協議会湘南地域協議会により絶滅危惧種のカワラノギクの圃場が整備され、保全活動が

行われました。 

○在来生物の保全

 在来生物を脅かす特定外来生物のアライグマや重点対策外来種のハクビシンについては、町民

や団体等と連携した取り組みを進め、在来生物や農作物、生活上への被害防除に努めました。 

 また近年、タイワンリスが越の山等で目撃されている他、ナラ枯れによる被害が確認されてい

ます。今後は、町内におけるタイワンリスの生息状況やナラ枯れの分布状況の把握に努め、対策

を検討します。 

○生物調査・イベントの実施

町内の身近な生きものについて学ぶ環境学習である「川の生き物調査隊」や「野鳥観察会」を

町環境団体であるさむかわエコネットと協働し実施しています。令和 4年度は野鳥観察会を実施

し、数多くの野鳥を観察することができました。川の生き物調査隊は新型コロナウイルス感染拡

大の影響から中止となりました。 

さむかわエコネットが実施する「サギやま調査」や「川の自然調べ」「昆虫調査」について

は、一部中止としたものの、少人数で行うなど実施可能な方法で調査を行いました。 

【2-3.歴史・文化を保全し、次世代へ継承する】 

 埋蔵文化財である大（応）神塚古墳における、開発に伴う埋蔵文化財の事前の試掘及び緊急の

発掘調査を実施し、保全に努めました。 

 寒川文書館で所蔵する記録資料を用いて、古文書講座、企画展、ミニ展示（Web 展示）を開催

しました。また、町の歴史に関する調査結果などをまとめた『寒川町史研究』第 34 号を刊行し

ました。なお、サークル「古文書愛読会」が年間を通じて館蔵資料を用いた学習活動を行いまし

た。 

ここでは、地球温暖化防止対策に関わる省エネルギーや再生可能エネルギー利用の推進、気候

変動への適応についての取り組みを対象としており、その概要は、次のとおりです。 

 なお、環境報告書の冒頭の「はじめに」にでも触れましたが、気候変動リスクが高まる状況の

中で、不安定な国際情勢によるエネルギー価格の高騰や供給不足の不安から、省エネルギーの推

進をはじめ、この基本目標に掲げた取り組みの推進は喫緊の課題となっています。 

【基本目標３】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します 

↑サギやま調査 ↑川の自然調べ ↑昆虫調査 

14



【3-1.省エネルギーを推進する】 

〇省エネルギー行動 

令和 4 年度も、町公共施設における主な省エネルギー機器の導入はありませんでしたが、省エ

ネ行動の一環として、町職員へ節電やクールビズ、ノーカーデーなどを啓発しました。

これまでの町の省エネルギーの取り組みとして、平成 25 年度から LED 照明の導入を進めてお

り、今までに、町役場庁舎や各小中学校（主に体育館）、各公民館や消防本部、防犯灯などに導入

しました。  

〇LED 照明への切り替え 

LED 照明の寿命は長く、蛍光灯等の照明と比べ交換の回数が減るため、ごみの削減にもつながり

ます。総合体育館や総合図書館などの未導入施設につきましては、大規模改修などの機会に合わ

せて導入を検討してまいります。 

〇みどりのカーテンの設置 

みどりのカーテンを設置し、夏場の空調機使用抑制対策を行いました。設置したのは、町役場

庁舎と設置を希望した小学校に対してで、ゴーヤの種と有機培養土を配布しました。設置した施

設では、室内への直射日光を防ぐ手助けとなりました。 

【3-2.再生可能エネルギーの利用を推進する】 

○再生可能エネルギー比率 100％の電力（RE100）の使用開始

令和 4 年度は、都市公園や福祉活動センター、児童クラブをはじめとする低圧 39 施設につい

て、再生可能エネルギー比率 100％の電力（RE100）（電力使用にあたって二酸化炭素の排出を伴わ

ない環境にやさしい電力）の使用をスタートしました。町公共施設は、これまでに 41 施設が RE100

を導入したことになりますが、今後すべての町内公共施設に導入するため、神奈川県が主導する

県事業者や自治体を対象とした、電力のリバースオークション（せり下げ方式）である、かなが

わ再エネ共同オークションに参加しました。 

○寒川町ゼロカーボン推進対策設備等導入補助金の制度開始

令和 4 年度より再生可能エネルギー・省エネルギー機器の普及を促進するため、太陽光発電シ

ステムやエネファーム、蓄電池、電気自動車、プラグインハイブリッド車、燃料電池自動車を対

象とした個人向け補助金を開始しました。 

○湘南エコウェーブの取り組み

藤沢市、茅ヶ崎市との 2 市 1 町で構成する湘南広域都市行政協議会広域環境部会（愛称：湘南

エコウェーブ）において、「親子環境バスツアー」など参加・体験型の環境学習事業を例年実施し

ておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑み中止とし、代替えとして地球温暖化

に資する次世代エネルギー（水素等）学ぶ「車のエネルギーを学ぼう」を実施しました。 
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 町役場の電気使用量及び二酸化炭素排出量は、町役場の二酸化炭素排出量については、電気使

用量のみによるものではなく、公用車のガソリン使用量等による二酸化炭素排出量も含まれてい

ます。 

【3-3.気候変動の影響に適応したまちをつくる】 

近年、気候変動がもたらす猛暑や大雨などの自然災害が多発

している現状を受け、茅ヶ崎市と共同で「ゼロカーボンシティ」

の内容を盛り込んだ「茅ヶ崎市・寒川町気候非常事態宣言」を、

表明しました。気候変動がもたらす災害等に対応していくため、

今後も取り組みを進めていきます。 

茅ヶ崎市と連携し、これらの災害に備えるため、自主防災訓

練の支援を実施しました。令和 4 年度は、コロナ禍の自粛のムードが収まり訓練回数が増加しま

した。 

湘南エコウェーブにおいて、参加型の環境学習は中止したものの、コロナ禍でも開催可能な「気

候変動適応策のオンライン講演会」を、気象キャスターを講師として招き実施し、気候変動への

適応策の推進とゼロカーボンを目指す必要性について、学ぶ機会を提供しました。 

また、茅ヶ崎市と同時開催で総合体育館において「気候変動対策パネル展」を実施し、チラシ

と併せ湘南広域都市行政協議会の事務研究部会で作成した、SDGｓ啓発用のエコバックを配布する

など、気候変動の現状と個人でも取り組むことができる対策などについて周知・啓発を行いまし

た。 

ここでは、ごみの減量や適正処理、リサイクルの推進に関わる取り組みと、水循環の確保や水

資源の保全に関する取り組みを対象としており、その概要は、次のとおりです。 

【4-1.ごみの減量化や資源化を推進する】 

可燃ごみの約半数が厨芥類（食品廃棄物）であることが分かっています。町では、厨芥類の減

量を目的としたキエーロ（消滅型生ごみ処理器）の販売を平成 26 年度から開始し、年間 10 台の

販売を目標としています。令和 4年度は 12 台の購入をいただき、少しずつ家庭に導入されていま

す(累計 151 台)。 

また、ごみの減量化にご協力いただくため、町広報紙において生ごみの話題をあげ、「食品ロス」

を減らすべく「３キリ運動(使い切り、食べきり、水切り)」の周知を行った他、紙などの資源物

が可燃ごみとして多く出されているため、「ゴミ野ゲンゾウ見聞録」を町広報紙にはさみ込み、ご

みの分別方法などを啓発しました。 

令和 4年度のごみの年間総排出量は＜集計中 12,999t＞となり、対前年度比＜集計中 470t 減少

＞しました。排出量は、資源物が減少しており、資源化割合としても前年度から若干減少してい

ます。町民の方や町内事業者のご協力により、ごみの排出量は近年減少傾向にあるため、今後も

より一層ごみの減量化対策に努めてまいります。 

【基本目標４】資源が循環する仕組みを構築します 

↑気候変動対策パネル展
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【4-2.ごみの適正管理・適正処理を推進する】 

 資源物の収集回数を月 1回から 2回へ変更し、ごみの収集回数の適正化をより推進することが

できるのかの検討を行うため、令和 4年 11 月に宮山の集合住宅及び大曲１・２丁目において試

験運用を行いました。資源物の収集回数を増やすことによるメリットとデメリット、町民の意見

等を伺う良い機会となりました。今後、これら試験運用の結果を踏まえて、適正管理・処理につ

いてさらなる検討を進めてまいります。 

ここでは、緑や河川等の自然とふれあう場所の創出や快適な都市環境づくり、環境美化等に資

する取り組みを対象としており、その概要は、次のとおりです。 

【5-1.都市の中の水辺や緑を創出する】 

 町内の緑化活動ボランティア等と協力し、公園や河川等の緑とふれあう場所の維持管理を行っ

ています。令和 2年度に寒川町公園愛護会を立ち上げ、多くボランティアの方々が集まりまし

た。町内にある 43 の公園や緑地等において、主に公園の美化活動、維持管理活動や公園愛護思

想の普及啓発に関する活動を行っています。 

 また、令和 4年度より再開された緑化フェアにおいて苗木の配布を行い、緑化啓発に努めてい

ます。 

【5-3.清潔で美しいまちをつくる】 

「住みよい環境を守り育てるまちづくり条例」について、町内小中学生を対象に「住みよい環

境を守り育てるまちづくりポスターコンクール」を実施し、町民センターで展示会を実施しまし

た。最優秀作品を町発行の条例啓発ポスターのデザインとし、最近地域からの苦情の多いポイ捨

てや犬・猫のフン害に対応するため、条例の趣旨を町民に広く啓発することを目的に、町内事業

所や病院、コンビニ等に配布しました。 

【基本目標５】快適で住みやすい都市環境を構築します 

集

計

中 
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また、「ポイ捨て禁止」や「フン放置の禁止」啓発看板をこれら

の苦情の現場に設置した他、ポイ捨て等被害のご相談で来庁され

た方へは、啓発看板を無償で配付しました。  

 自主的な美化活動を支援するため、無償でのごみ袋配布とごみ

の収集を行う環境美化活動の制度について周知し、多くの団体や

個人の方に利用していただくことができました。 

また、河川等の美化については、さむかわエコ 

ネットによるクリーン作戦が行われています。令和 4

年度は、天候にも恵まれ予定どおり目久尻川クリーン

作戦を 8回、小出川クリーン作戦を 2回実施すること

ができました。この他にも桂川・相模川流域協議会湘

南地域協議会により相模川河川敷において不法投棄さ

れたごみの片付けが行われました。 

 

第 3 次環境基本計画では町が目指す望ましい環境像「環境と人が共生し、次世代まで良好な環

境が受け継がれ“新化”するまち さむかわ」を 5 つの基本目標の取り組みにより実現するもの

です。 

一方で、本計画は令和 14 年度を目標とした 12 年間の長期的な計画となります。このため、速

いスピードで変化する環境を取り巻く社会情勢を勘案すると、着実な進行管理のもと、その時々

の情勢に見合った環境対策をフレキシブルに講じていく必要があります。 

 そこで、現在の社会情勢や町の環境課題を勘案した課題を踏まえ、本計画の前期期間である令

和 3年度から令和 6年度の 4年間で、基本目標 1「健康で、安心して暮らせるまちを形成します」

の中から「水質改善への取り組み」と基本目標 3「低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推

進します」の中から「二酸化炭素実質ゼロへの取り組み」をピックアップし、上記 2 つの取り組

みを重点プロジェクトとし、数値管理目標のもと取り組みを進めました。 

【重点プロジェクト】 

○水辺を中心としたまちをきれいにしよう！プロジェクト

○二酸化炭素排出量実質ゼロのまちキックオフ！プロジェクト

↑さむかわエコネット 目久尻川クリーン作戦 
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４. 第 3 次寒川町環境基本計画に示した取り組みの評価（令和 4 年度） 
（１）基本目標の環境指標達成状況と取り組みに対する評価

取り組み方針（例：1-1 空気と水をきれいにする）ごとに示した「環境指標」については、環境

指標ごとに令和 4 年度の実績値を確認し、下表①に示す「○↑→↓―」で分類し、取り組み方針

ごとに、下表②に示す環境指標の達成割合（環境指標の総数に対して、達成した環境指標の数の

割合）により評価しました。具体的には、計画に示した環境指標の達成割合が、「80％～100％」

が 3個、「60%以上 80%未満」が 2個、「40%以上 60%未満」が 0個、「20%以上 40%未満」が 3個、「0%

以上 20%未満」が 7個でした。 

基本目標については、計画に示した「具体的な取り組み」について、その取り組みに関係のあ

る庁内各課が自己評価し、その平均により取り組み全体の評価を下表③のとおり評価しました。

具体的には、取り組み方針ごとに「具体的な取り組み」の評価の平均を求め、その平均により取

り組み全体の評価を行いました。その結果、「目標を達成」が 0 個、「ほぼ目標を達成」が 7 個、

「目標達成までには至らないが、状況は改善されている」が 8個、「取り組みを進めているが目標

は達成していない」が 0個、「取り組みはしていない」が 0個でした。 

基本目標の総合評価は、基本目標ごとに「②取り組み方針ごとの環境指標の達成割合の評価」

と「③取り組み全体の評価」を足し合わせた値の平均値を算出し、「③取り組み全体の評価」と同

様の評価区分で評価を行いました。その結果、「１.健康で、安心して暮らせるまちを形成します」

は評価 3、「２.歴史とともに育まれた自然と共生します」は評価 3、「３.低炭素社会の実現に向け

た地球温暖化対策を推進します」は評価（集計中）、「４.資源が循環する仕組みを構築します」は

評価 2、「５.快適で住みやすい都市環境を構築します」は評価（集計中）でした。 

①各環境指標の評価

評価 評価の説明 個数 

○ 前期（令和 6年度まで）の目標を既に達成している指標 21 

↑ 基準年度より前進している指標 13 

→ 基準年度と変わらない指標 4 

↓ 基準年度より後退している指標 11 

― 評価できない指標 10 

②取り組み方針ごとの環境指標の達成割合の評価

評価 評価の説明 R4 個数 前年度個数 

５ 環境指標の達成割合が 80%～100% 3 3 

４ 環境指標の達成割合が 60%以上 80%未満 2 1 

３ 環境指標の達成割合が 40%以上 60%未満 0 0 

２ 環境指標の達成割合が 20%以上 40%未満 3 3 

１ 環境指標の達成割合が 0%以上 20%未満 7 8 

環境指標の達成割合＝「達成した環境指標の項目数（○の数）」／「環境指標の項目数」 

※環境指標の項目数：取り組み方針ごとに設定した環境指標の項目数
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③取り組み全体の評価

評価 評価の説明 R4 個数 前年度個数 

５ 目標を達成 0 0 

４ ほぼ目標を達成 7 7 

３ 目標達成までには至らないが、状況は改善されている 8 8 

２ 取り組みを進めているが目標は達成していない 0 0 

１ 取り組みはしていない 0 0 

④基本目標の総合評価

基本目標 評価 

１.健康で、安心して暮らせるまちを形成します 3 

２.歴史とともに育まれた自然と共生します 3 

３.低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します 集計中 

４.資源が循環する仕組みを構築します 集計中 

５.快適で住みやすい都市環境を構築します 3 

基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」 
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基準年度より
前進している

指標

基準年度と変
わらない指標

基準年度より
後退している

指標

評価できない
指標

1-１空気と水をきれいにす
る

13 4 3 1 3 2 36.4% 2 4

1-２生活に不快感を与える
騒音や悪臭等を防止する

6 2 0 1 0 3 66.7% 4 4

1-３災害・事故時等の生活
環境対策を推進する

5 0 0 0 0 5 0.0% 1 4

基準年度より
前進している

指標

基準年度の数
値と変わらな

い指標

基準年度より
後退している

指標

評価できない
指標

2-1農地を保全し、農地の
持つ環境保全機能を強化・
活用する

4 4 0 0 0 0 100.0% 5 4

2-2生きものの生息空間を
保全し、生物多様性を確保
する

4 1 0 0 3 0 25.0% 2 3

2-3歴史・文化を保全し、
次世代へ継承する

2 0 2 0 0 0 0.0% 1 4

基準年度より
前進している

指標

基準年度の数
値と変わらな

い指標

基準年度より
後退している

指標

評価できない
指標

3-1省エネルギーを推進す
る

3 1 2 0 0 0 33.3% 2 3

3-2再生可能エネルギーの
利用を推進する

1 0 0 1 0 0 0.0% 1 3

3-3気候変動の影響に適応
したまちをつくる

1 1 0 0 0 0 100.0% 5 4

3

3

【基本目標３】
低炭素社会の実現に向けた
地球温暖化対策を推進しま

す

環境指標
の数

環境指標の達成、未達成の状況

環境指標
が達成し
た割合

環境指標
の評価

取り組み
全体の評価

総合
評価

達成した環境
指標の数

未達成の環境指標の数

3

【基本目標２】
歴史とともに育まれた自然

と共生します

環境指標
の数

環境指標の達成、未達成の状況

環境指標
が達成し
た割合

環境指標
の評価

取り組み
全体の評価

総合
評価

達成した環境
指標の数

未達成の環境指標の数

基本目標に対する総括

　ここでは、5つの基本目標「【基本目標1】健康で、安心して暮らせるまちを形成します、【基本目標2】歴史とともに育ま
れた自然と共生します、【基本目標3】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します、 【基本目標4】資源が循環
する仕組みを構築します、【基本目標5】快適で住みやすい都市環境を構築します」の環境指標の評価と取り組み全体の評
価、総合評価の一覧を記載しています。

【基本目標１】
健康で、安心して暮らせる

まちを形成します

環境指標
の数

環境指標の達成、未達成の状況

環境指標
が達成し
た割合

環境指標
の評価

取り組み
全体の評価

総合
評価

達成した環境
指標の数

未達成の環境指標の数

集計中
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基準年度より
前進している

指標

基準年度の数
値と変わらな

い指標

基準年度より
後退している

指標

評価できない
指標

4-1ごみの減量化や資源化
を推進する

6 0 4 0 2 0 0.0% 1 3

4-2ごみの適正管理・適正
処理を推進する

1 0 0 0 1 0 0.0% 1 3

4-3水が循環するまちをつ
くる

1 0 1 0 0 0 0.0% 1 4

基準年度より
前進している

指標

基準年度の数
値と変わらな

い指標

基準年度より
後退している

指標

評価できない
指標

5-1都市の中の水辺や緑を
創出する

6 5 0 0 1 0 83.3% 5 3

5-2環境に配慮した交通イ
ンフラの整備などのまちづ
くりを推進する

1 0 1 0 0 0 0.0% 1 3

5-3清潔で美しいまちをつ
くる

5 3 0 1 1 0 60.0% 4 3

3

2

【基本目標５】
快適で住みやすい都市環境

を構築します

環境指標
の数

環境指標の達成、未達成の状況

環境指標
が達成し
た割合

環境指標
の評価

取り組み
全体の評価

総合
評価

達成した環境
指標の数

未達成の環境指標の数

取り組み
全体の評価

総合
評価

【基本目標４】
資源が循環する仕組みを構

築します

環境指標
の数

環境指標の達成、未達成の状況

環境指標
が達成し
た割合

環境指標
の評価

達成した環境
指標の数

未達成の環境指標の数

集計中
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36.4% 評価 2

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6) （R10) （R14)

NO2の各測定箇所での環境基準達成率 100% 100% 100% 100% － ー 環境課

SPMの各測定箇所での環境基準達成率 100% 100% 100% 100% － ー 環境課

町内における電気自動車導入累積台数 68台 88台 108台 128台 113台 ○ 環境課

県測定 100％ 100% 100% 100% 100% ○ 環境課

下水道課測
77.8％

100% 100% 100% 91.67% ↑ 下水道課

公共下水道人口普及率 93.19% 94.60% 95.72% 96.85% 93.46 ↑ 下水道課

公共下水道水洗化率

（下水道供用済人口比）

BODの環境基準適合率

・目久尻川

・小出川 29.20% 29.20% 37.50% 41.70% 12.50% ↓

・一之宮幹線

（一之宮第2排水路）

地下水の環境基準適合率 71.40% 71.40% 85.70% 100% 0% ↓ 環境課

公害苦情件数 11件

・大気汚染に係る苦情件数 （屋外焼却を含む）

水質事故件数

・水質事故に係る対応件数

施策の方向性 評価

3

3

4

4

-

4

4

大気汚染に係る情報収集、情報提供を図
ります

町内の大気環境に係る調査を実施します。

・近年の測定数値が環境基準値内にある
ことから、平成27年度より、隔年で調
査を実施している。令和4年度は未実
施、次回調査は令和5年度。

環境課

日常生活や事業活動における大気汚染の防止に資する
取り組み等について、町民や事業者に情報提供を行い
ます。

・町民及び事業者向けの屋外焼却の禁止
を広報及びHPにて周知を行った。

環境課

関係機関と連携を図りながら、大気汚染関連情報の収
集を行い、公害苦情相談に適切に対応し、その解決に
努めます。

・湘南地域で光化学スモック注意報が発
令された際は、防災行政無線を活用し注
意を呼びかけている。令和4年度は注意
報の発令なし。

環境課

環境課

自動車からの排気ガス抑制に向けた取り
組みを推進します

アイドリングストップをはじめとするエコドライブの
促進とノーカーデーを呼びかけます。

・6月（環境月間）や12月（地球温暖
化防止月間）において、広報紙にエコド
ライブとノーカーデーについて周知啓発
を行った。

環境課

燃料電池自動車、電気自動車、天然ガス自動車、ハイ
ブリッド自動車などの低公害車や次世代自動車の利用
を促進します。

・令和4年度より「寒川町ゼロカーボン
推進対策設備等導入補助金」制度を開始
し、21件（電気自動車17件、プラグイ
ンハイブリッド自動車4件の補助を実施
した。

環境課

1-1-1 大気環境の保全

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

工場・事業所等からの大気汚染防止を推
進します

県と連携して大気汚染防止法等の法令に基づく規制、
基準の遵守について指導します。

・湘南地域県政総合センター環境保全課
との町内事業者への立入調査の際に指導
を行った。（10社）

環境課

屋外焼却（野焼き）について法令等に基づく規制・指
導を徹底するとともに、屋外焼却防止の普及・啓発を
推進します。

・広報12月号で屋外燃焼行為の防止に
関する啓発を行った。

5件 毎年、前年度より減らす 2件 → 環境課

【取り組みに対する評価】

毎年、前年度より減らす 9件 ○ 環境課

1事業所で実施し、環境基準を
満たさなかった。

環境課

83.30% 91.70% 100% 100% 41.60% ↓

100% 100% 100% 100% 83% ○

97.59% 98.09% 98.49% 98.89% 97.92 ↑ 下水道課

工場、事業所からの排水基準の適合率 11事業所36回の測定の内、3
回の基準超過あり（改善済み）

基本目標の環境指標達成状況と取り組みに対する評価

【基本目標１】健康で、安心して暮らせるまちを形成します

1-１空気と水をきれいにする 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目

備考
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施策の方向性 評価

4

4

3

4

4

3

4

農業排水対策を推進します 3

4

4

4

1-1 　空気と水をきれいにする

取り組み全体の評価： 4

農業排水に関連する指導や啓発等を実施します。

・開発又は汚水流入の申請の際に、申請
者に対し流入（雑排水等）に関する適正
な指導を行うことで、水質管理に努め
た。
・今後も取組を継続していく。

農政課

生活排水対策を推進します

生活排水に対する配慮についての情報提供を行いま
す。

・生活排水に対する配慮について、広報
10月号で周知啓発を実施した。

環境課

下水道事業計画に基づいた計画的・効率的な下水道の
整備を進めます。

・事業計画内で公共汚水桝が設置されて
いない土地への整備を（N=12箇所）実
施した。

水質汚濁や地下水汚染に係る情報収集、
情報提供を図ります

町内の河川等の水質に係る調査を実施します。

・月に1度、2河川3ヶ所（目久尻川、
小出川）、1排水路1ヶ所（一之宮幹線
（一之宮第２排水路））の計4ヶ所で調
査を実施している。小出川の２ヶ所及び
一之宮幹線（一之宮第２排水路）につい
ては、BODの環境基準を超過した月が
あった。

環境課

日常生活や事業活動における水質汚濁の防止に資する
取り組み等について、町民や事業者に情報提供を行い
ます。

・広報10月号で生活排水に対する配慮
について周知を行った。

環境課

下水道課

公共下水道への接続を促進します。

供用開始地域内で新たに8件接続した。
また、大蔵地区未接続２５件に対し訪問
し接続促進を行った（不在の場合はチラ
シを投函）。周知用チラシの刷新を行っ
た。

下水道課

老朽化した下水道の計画的な維持管理・整備を進めま
す。

・管路施設の長寿命化対策において、ﾏﾝ
ﾎｰﾙ用鋳鉄蓋について８４箇所更新し
た。

下水道課

関係機関と連携を図りながら、水質汚濁関連情報の収
集を行い、公害苦情相談に適切に対応し、その解決に
努めます。

・水質事故発生時には、湘南地域県政総
合センターや近隣市町村と連携し、発生
源の特定と原因究明を行った。
・水質事故抑制のため、広報10月号で
周知啓発を実施した。

環境課

1-1-2水質環境の保全

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

工場・事業所からの水質汚濁防止を推進
します

県と連携して水質汚濁防止法等の法令に基づく規制、
基準の遵守について指導します。

・湘南地域県政総合センター環境保全課
との町内10事業者への合同立入調査を
行った。立入調査のうち水質汚濁法の対
象は9事業者で、指導する案件はなかっ
た。

環境課

公共下水道へ接続する工場・事業所からの排水につい
て水質検査を行います。

11事業所で36回の水質検査を実施し
た。また、2事業所への施設検査を実施
した。

下水道課

水質事故・水質汚濁の原因究明と発生防止に努めま
す。

・水質事故発生時には、湘南地域県政総
合センターや近隣市町村と連携し、発生
源の特定と原因究明を行った。
・水質事故抑制のため、広報10月号で
周知啓発を実施した。
・環境基準値を上回る小出川の水質改善
について、令和4年度は、下水道供用区
域に居住の単独処理浄化槽使用世帯及び
汲み取りの世帯に対し、下水道接続のお
願い及びアンケートを行い、小出川の水
質改善に向けた取り組みの周知と情報収
集を行った。

環境課
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66.7% 評価 4

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期（R6) 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R10） （R14）

道路交通騒音の環境基準達成率 100% 100% 100% 100% ー ー 環境課

道路交通振動の環境基準達成率 100% 100% 100% 100% ー ー 環境課

臭気の規制基準値の達成状況 100% 100% 100% 100% ー ー 環境課

公害苦情件数

・騒音に係る苦情 17件 6件 ○

・振動に係る苦情 1件 1件 →

・悪臭に係る苦情 6件 2件 ○

施策の方向性 評価

3

4

4

4

4

4

4

4

4
関係機関と連携を図りながら、騒音・振動関連情報の
収集を行い、公害苦情相談に適切に対応し、その解決
に努めます。

・騒音、振動苦情の通報があった際は、
必要に応じて湘南地域県政総合センター
環境保全課や県環境科学センターと連携
し、調査、指導を実施した。

環境課

・騒音、振動等の相談があった際には、
大型車両の通行が多い周辺企業と調整を
行い低減対策に努めた。

道路課

アイドリングストップをはじめとするエコドライブを
促進します。【再掲】

・6月（環境月間）や12月（地球温暖
化防止月間）において、広報紙にエコド
ライブとノーカーデーについて周知啓発
を行った。

環境課

騒音・振動に係る情報収集、情報提供を
図ります

町内の騒音・振動に係る調査を実施します。

・道路交通騒音、道路交通振動、臭気の
調査については、ここ数年、測定数値が
環境基準値内であったため、隔年で実施
している。令和4年度は実施していな
い。※令和3年度は環境基準内であっ
た。

環境課

日常生活や事業活動における騒音・振動の防止に資す
る取り組み等について、町民や事業者に情報提供を行
います。

道路交通騒音・振動の防止を推進します

幹線道路網の整備により、生活道路への通過交通量を
削減します。

・県に整備促進の要望を行った。今後も
継続して要望等を行う。
・藤沢大磯線が開通している。
（H25.3）

都市計画課

道路の維持補修等による道路面の適正な維持・管理に
努めます。

・町道のパトロール等により、交通に支
障を与える障害物及び破損箇所その他当
該施設の正常な利用を阻害する要因を早
期に発見し、破損箇所等の補修を行っ
た。また、緊急を要する異常を発見した
場合は応急措置を行い、道路機能を保持
し、交通の安全を確保した。
・今後においても適正な維持・管理に努
める。

道路課

交通量の多い幹線道路については、関係機関と連携
し、騒音、振動の低減対策に努めます。

・例年、事業所等を対象とした騒音振動
を含む県条例の概要についての研修であ
る環境保全研修会を実施しているが、令
和4年度は、騒音振動を含む公害対策に
について情報提供を行った。

環境課

【取り組みに対する評価】

1-２-１騒音・振動の防止

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

工場・事業所、建設作業等からの騒音・
振動の防止を推進します

騒音規制法や振動規制法等に基づく規制、基準の遵守
について指導します。

・町内事業所や工事現場等に起因する騒
音、振動苦情の通報があった際、必要に
応じて、県と連携し、公害の低減対策や
指導を行っている。

環境課

公共工事における騒音・振動への配慮を徹底します。

・工事発注の際、騒音・振動に配慮して
いる。
※県の土木工事共通仕様書に基づき対応
している
※重機等は環境基準に適合する機種を採
用している。
（R4年度工事件数：道路課32件,下水
道課19件）

公共工事発注課
（道路課）

（下水道課）

毎年、前年度より減らす 環境課

1-2生活に不快感を与える騒音や悪臭等を防止する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目

備考
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施策の方向性 評価

4

3

4

4

4

1-２　生活に不快感を与える騒音や悪臭等を防止する
取り組み全体の評価： 4

悪臭に係る情報収集、情報提供を図りま
す

町内の臭気に係る調査を実施します。

・町が実施する隔年の大気調査と併せて
臭気調査を実施している。令和4年度は
実施せず、令和3年度においては基準値
内であった。

環境課

日常生活や事業活動における悪臭の防止に資する取り
組み等について、町民や事業者に情報提供を行いま
す。

・広報での周知啓発を実施した。
・悪臭の原因者に対して防止策を紹介
し、改善を促している。

環境課

関係機関と連携を図りながら、悪臭関連情報の収集を
行い、公害苦情相談に適切に対応し、その解決に努め
ます。

・悪臭苦情の通報があった際は、必要に
応じて湘南地域県政総合センター環境保
全課や県環境科学センターと連携し、調
査を実施した。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

工場・事業所、畜産からの悪臭の防止を
推進します

悪臭防止法等に基づく規制、基準の遵守について指導
します。

・悪臭苦情の発生抑制のため、広報での
周知啓発を実施した。

環境課

県と連携して、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用
の促進に関する法律に基づく規制、基準の遵守につい
て指導します。

・畜産臭気対策として、消臭剤、環境対
策薬剤等の薬剤購入に対して補助を行っ
た。今後も取組を継続していく。現在町
内の畜産農家は3件。
・養鶏農家２件に対し、県と合同で畜産
環境保全巡回で臭気対策等の指導を行っ
た。

農政課

1-２-2悪臭の防止
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0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

ダイオキシン類の 最大値

大気調査における最大値
0.031pg-

TEQ/㎥

ダイオキシン類の 最大値

水質調査における最大値
0.28pg-TEQ/

ｌ
ダイオキシン類の 最大値

土壌調査における最大値 3.8pg-TEQ/g

ダイオキシン類の 最大値

底質調査における最大値 4.9pg-TEQ/g

2㎝以上沈下
した水準点なし
(調査地点20地点)

施策の方向性 評価

4

4

3

4

4

4

4

災害・事故時における有害化学物質の拡散防止等につ
いて関係機関と共に適切に対応します。

・災害や事故、苦情発生時に備え、一定
規模の事業所と環境保全協定を締結して
いる。（32事業所）
・令和4年度は、対応案件なし。

環境課

有害化学物質等に係る情報収集、情報提
供を図ります

町内におけるダイオキシン類に係る調査を実施しま
す。

・ダイオキシン類の水質及び底質につい
ては、近年の測定数値が環境基準値内に
あることから、平成27年度より、隔年
で調査を実施している。令和4年度は、
不実施とした（次回調査は令和5年
度）。
・ダイオキシン類の大気及び土壌調査に
ついては、経年変化から毎年測定しなく
ても安全は確保できるため、4年に1度
の測定としたため、令和4年度は不実施
とした。（次回調査は令和5年度）

環境課

放射性物質について、必要に応じた測定を行い安全性
について監視するとともに、町民に対して情報提供を
行います。

・「原子力規制委員会HPのモニタリン
ク情報」及び「県衛生研究所（茅ヶ崎市
下町屋）のモニタリングポストにおける
情報監視結果」のリンクを町HPに掲載
し、提供を行っている。

環境課

有害化学物質の漏洩防止や、災害・事故
時等の拡散防止を推進します

農薬、除草剤等の適正使用や管理について指導に努め
ます。

・野菜・花きの主要病害虫で被害を及ぼ
している「ハスモンヨトウ」に対し、
「性フェロモントラップ」を設置し、無
農薬で効果的な害虫防除を行うための補
助金の交付を行った。

農政課

分別収集の徹底等適正な廃棄物処理を推進し、有害ご
みによる汚染を未然に防止するように努めます。

・「ごみ野ゲンゾウ見聞録」などを発行
し、廃棄物の適切な処分方法について周
知啓発を行った。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

県と連携してダイオキシン類対策特別措置法等に基づ
く規制・基準の遵守について指導します。

・湘南地域県政総合センター環境保全課
との町内10事業者への合同立入調査を
行った。立入調査のうちダイオキシン類
対策特別措置法の対象は0事業者で、指
導する案件はなかった。

環境課

県と連携して工場・事業所等からの有害化学物質によ
るリスクを減らすため、PRTR制度の趣旨に基づく自
主管理の徹底を図るよう指導します。

・町HPからかながわPRTR情報室（神
奈川環境科学センターHP）にリンクを
掲載し、情報提供を行っている。

環境課

水準点がないこと

【取り組みに対する評価】

1-３-１有害化学物質の漏洩防止、災害・事故時等の拡散防止等における生活環境対策

地盤沈下の状況
年間2㎝以上沈下した

— ー 環境課

以下の維持

環境基準値（150pg-TEQ/g）
— ー 環境課

環境指標の項目

備考

環境基準値（0.6pg-TEQ/㎥）
— ー 環境課

・ダイオキシン類の水質及び底
質については隔年調査、大気及
び土壌調査については4年に1
度の調査（次回調査は令和5年
度）とした。
・令和4年度は調査なし

以下の維持

環境基準値(1.0pg-TEQ/l）
— ー 環境課

以下の維持

環境基準値（1,000pg-TEQ/g）
— ー 環境課

以下の維持

1-3災害・事故時等の生活環境対策を推進する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

27



施策の方向性 評価

土壌汚染、地盤沈下の防止を推進します 3

4

4

1-３　災害・事故時等の生活環境対策を推進する
取り組み全体の評価： 4

【基本目標１】健康で、安心して暮らせるまちを形成します　総合評価： 3

（基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」）

土壌汚染、地盤沈下に係る情報収集を行
います

町内における地盤沈下に係る調査を実施します。

・地盤沈下の調査について、H26年度
より神奈川県内では隔年に測定すること
としている。令和4年度は調査を実施し
なかった（次回調査は令和5年度）。

環境課

事業所による地下水の揚水量、地下水位の状況を把握
します。

・令和4年度より、県条例許可井戸の地
下水利用の企業等からの報告書について
は町を経由せず県に提出されることと
なった。
・水位等の状況把握については必要に応
じて県に情報共有を働きかけるものとす
る。

環境課

1-３-２土壌汚染、地盤沈下の防止

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

県と連携して土壌汚染、地盤沈下を防止するため、法
令などに基づく規制、基準の遵守について指導しま
す。

・県との合同立ち入り時に、過去から現
在にかけて有害化学物質を使用している
事業所は土地の区画形質の変更の予定等
があれば、法、条例に基づく手続きが必
要な旨説明した。
・土壌汚染については、基本的には法、
条例に基づき、県と連携して行ってい
る。

環境課
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【基本目標２】歴史とともに育まれた自然と共生します

100.0% 評価 5

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

遊休農地面積 3.47ha 3.3ha 3.2ha 3.1ha 1.72ha ○ 農政課

農産物直売施設数 24箇所 24箇所 ○ 農政課

家庭菜園区画数 179区画 179区画 ○ 農政課

エコファーマー認定農家数 5戸 5戸 ○ 農政課

施策の方向性 評価

4

3

3

4

3

4

4

3

4

2-1　農地を保全し、農地の持つ環境保全機能を強化・活用する
取り組み全体の評価： 4

農業体験を支援します。

・ＪＡさがみ青壮年部と協力し、一之宮愛
児園児の児童４0人を対象にさつまいもの
苗定植、収穫の農業体験を行った（寒川高
校南側の畑）。
・今後も取組を継続していく。

農政課

農地の持つ環境保全機能を強化し、活
用します

環境保全型農業を推進します。

・露地、施設栽培の土作り対策に有機物を
利用し、地力効果を上げる農地の土壌改良
に対し補助を行うことで、作物の品質の向
上に努めた。
・今後も取組を継続していく。

農政課

農地の持つ、生物多様性・貯水・気温調整等の役割を活
用します。

・農地の持つ生物多様性の機能に関連し
て、5月22日の「国際生物多様性の日」に
合わせて5月1日～5月31日の期間に、総
合図書館１階の展示スペースにおいて、生
物多様性に係る展示コーナーを設置し、Ｐ
Ｒパネルやテーマに合致する本を展示し
た。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

貴重な自然資源である農地を保全しま
す

遊休農地の解消に努めます。

・農業委員会と連携し、土地所有者３３人
へ草刈りや維持管理の是正通知を送付し、
農地の適正管理に努めた。また、経営規模
拡大を希望する農業者に遊休農地を紹介す
るなどし、農地として活用する用途で、遊
休農地の解消を図った。
・遊休農地の所有者に対して草刈りの指導
を行い実施させた。

農政課

農地の認定農業者等への集約化を推進します。
・農地中間管理機構なども活用し、取組を
継続していく。

農政課

エコファーマー制度の登録・認定に関する普及啓発を推
進します。

・ＪＡさがみに補助を行い、野菜、花きの
主要病害虫で大きな被害を及ぼしている
「ハスモンヨトウ」を誘殺する為、対象地
域に「性フェロモントラップ」を設置し、
無農薬にて効果的な害虫防除を行った。交
信攪乱剤で果樹栽培の減農薬栽培を行っ
た。

農政課

家庭菜園の利用を促進します。

・家庭菜園4カ所17９区画の設置、利用募
集、利用促進(全区画の利用)を図った。
・3年に1回募集を行う。
・都市農業においては、地域住民と生産者
が互いに共生していくために、農業に触
れ、収穫体験や農業を理解する機会を創出
している家庭菜園については、今後も取組
を継続していく。

農政課

地域の農業育成と地場農産物の品質向上を推進します。

・花き及びイチゴの優良種苗の導入に対す
る補助を行った。
・各種イベント時に、寒川町の特産品の紹
介や直売所マップなどを配布し、ＰＲ活動
を行った。

農政課

地産地消を推進します。

・直売場マップを配布し、地場農産物の消
費拡大を図った。（直売所数：24店舗）
・わいわい市は、新鮮で安全安心な農作物
の供給地として、生産者と消費者をつなぐ
場であり、地産地消を推進することができ
た。
・今後も取組を継続していく。

農政課

179区画（現状維持）

5戸（現状維持）

【取り組みに対する評価】

2-1-1農地の保全、活用

24箇所（現状維持）

・新規就農者が遊休農地を優先
的に利用権設定したため、遊休
農地が大幅に減少した。

2-1農地を保全し、農地の持つ環境保全機能を強化・活用する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目

備考
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25.0% 評価 2

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

自然環境保全地域面積 11.1ha 11.1ha ○ 都市計画課

保存樹林面積 15,338㎡ 15.048㎡ ↓ 都市計画課

保存樹木指定本数 47本 48本 49本 50本 31本 ↓ 都市計画課

環境学習講座や自然観察会への参加人
数

3,756人 3,800人 3,850人 3,900人 2,675人 ↓ 環境課

施策の方向性 評価

3

3

4

3

3

4

4

3

3

3

2

まちの自然を知り、触れ合い、保全す
る意識の向上を図ります

定期的に町内の動植物の生息・生育状況を調査します。

・「川の生き物調査隊」や「野鳥観察会」
に加え、さむかわエコネットの事業として
「昆虫調査」「サギやま調査（7月・8
月）」「川の自然調べ（鳥類調査）（6
月・12月）」を実施し、情報を共有してい
る。
・新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑
み「川の生き物調査隊」及び「サギやま調
査（8月）」を中止とした。

環境課

樹林地や樹木の分布に関する実態を把握します。

保存樹林・樹木について、令和4年度調査
し、保存樹林がさらに減っていることを確
認した。補助は継続するが、新たなに認定
するための制度見直し等も含めて検討を
行っていく。

都市計画課

町民参加による樹林・樹木の維持・管理活動への支援を
行います。

・保存樹林・樹木は個人所有であるため、
所有者以外の個人での参加は難しい。民間
の協力団体と協働で保存樹林・樹木の維持
管理支援体制を構築できるよう検討を続け
る。また、自然環境保全地域での公益団体
のボランティア制度の活用について当団体
と調整したが、いい回答は得られなかっ
た。

都市計画課

外来種や有害鳥獣に対する取り組みを進めます。

・外来種や有害鳥獣の被害に悩まされてい
る人に、捕獲檻を貸出し、無償で回収処分
を行っている。
・アライグマの捕獲ボランティアと協働
し、アライグマの捕獲を行った。
・令和4年度捕獲頭数（アライグマ33匹、
ハクビシン10匹、その他5匹）

環境課

多様な生物が生息・生育する環境を保
全・創出します

自然とふれあう散策路を整備します。

・さむかわエコネットの協力により、樹林
や水辺環境にふれあえるよう自然観察の森
に看板等を設置し、令和4年度も適正な維
持管理及び運営に努めた。また、旧目久尻
川ふるさと緑道延伸のため、町有地の竹や
樹木の刈り取りが行われた。

都市計画課

自然観察会の開催など、野生動植物に関する情報を提供
し知識の普及を進めます。

・野鳥観察会、自然観察の森での環境学習
会を実施し、座学と観察を通じて町に生息
する野鳥や植物の知識啓発を行った。
・川の生き物調査隊は、新型コロナウイル
スの感染拡大に伴い中止とした。

環境課

緑地の保全やまちの中の緑化を推進します。

・みんなの協働事業において、ボランティ
ア団体と協働して、中央公園の調整池の周
辺に水仙の花6,000球以上を植え、緑化の
推進に務めた。

都市計画課

自然観察ができる場所の整備に努めます。

・さむかわエコネットの協力により、自然観察の
森の整備及び維持管理が適正に行われた。また、
旧目久尻川ふるさと緑道において、緑道の整備及
びホタル復活プロジェクトを行い、自然観察を行
える環境が整えられた。
・桂川・相模川流域協議会湘南地域協議会により
絶滅危惧種のカワラノギクの圃場が整備され、保
全活動が行われた。

都市計画課

保存樹林・樹木指定制度等による樹林・樹木の保全に努
めます。

緑の保全のため、保存樹林・樹木の補助を
実施した。

都市計画課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

みどりの基本計画に基づき緑や水辺を保全・創出しま
す。

・公園などについて、草刈り等の管理を行
い、公園の維持管理に努めた。

都市計画課

緑地・河川・湧水等の自然環境の維持・保全に努めま
す。

・さむかわエコネットの協力により、自然観察の
森の保全が行われた。
また、生態系への影響を考慮しながらホタル復活
プロジェクトを実施した。
・さむかわエコネットの協力により、さむかわ中
央公園せせらぎの下の池周辺の清掃及び整備が行
われた。また、川とのふれあい公園のビオトープ
において、ウシガエルの駆除を行った。

都市計画課

新型コロナウイルスの感染拡大
状況を鑑み、中止とした事業が
あったため減。

【取り組みに対する評価】

2-2-1動植物の保全と生息環境の保全

15.338㎥（現状維持） 助成再開により調査した結果、
伐採等に伴う変更届の提出がさ
れていなかったため減。

11.1ha（現状維持）

環境指標の項目

備考

2-2生きものの生息空間を保全し、生物多様性を確保する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】
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施策の方向性 評価

3

2

3
環境イベントの実施や環境に関する講演会などを実施し
ます。

・野鳥観察会、自然観察の森での環境学習
会を実施し、座学と観察を通じて町に生息
する野鳥や植物の知識啓発を行った。
・川の生き物調査隊は、新型コロナウイル
スの感染拡大に伴い中止とした。

環境課

2-2　生きものの生息空間を保全し、生物多様性を確保する
取り組み全体の評価： 3

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

環境教育・環境学習を推進します

環境教育・学習に係る先進的な取り組み事例を研究し、
学校や家庭、地域での取り組みに反映します。

・5月22日の「国際生物多様性の日」に合
わせて5月1日～5月31日の期間に、総合
図書館１階の展示スペースにおいて、生物
多様性に係る展示コーナーを設置し、ＰＲ
パネルやテーマに合致する本を展示した。
・社会科や理科、総合的な学習の時間を通
して、地域の身近な環境から地球規模の環
境まで学習し、自分たちでできる環境への
取組を学年や年齢に応じて行った。
（寒川広域リサイクルセンターへの見学3
校）

環境課
学校教育課

学校への環境学習に係る出前授業、教材提供を行いま
す。

コロナウィルス感染症拡大防止のため実施
せず。

環境課
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0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

町内の指定・登録文化財の件数 22件 25件 26件 27件 23件 ↑ 教育政策課

普及啓発活動等の参加者数 200人 220人 240人 260人 214人 ↑ 教育政策課

施策の方向性 評価

4

4

4

【基本目標２】歴史とともに育まれた自然と共生します　総合評価： 3

（基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」）

本町の歴史に関する資料を調査、収集、保存し、講座や
企画展示の開催、刊行物の発行等の情報発信を行い、そ
の活用を図ります。

・所蔵する記録資料を用いて、古文書講座
（計5回）、企画展（1回）、ミニ展示（1
回）を開催した。また、町の歴史に関する
調査結果などをまとめた『寒川町史研究』
第34号を刊行した。【文書館】
・サークル「古文書愛読会」が年間を通じ
て学習活動を行った。【文書館】
・文化財に関する企画展等を実施した。
【教育政策課】

教育政策課
総務課

（文書館）

2-3　歴史・文化を保全し、次世代へ継承する
取り組み全体の評価： 4

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

貴重なまちの歴史・文化を保全します

重要文化財や埋蔵文化財を保全します。
開発に伴う埋蔵文化財の事前の試掘及び緊
急の発掘調査の実施、保存目的のための大
（応）神塚古墳の調査を実施した。

教育政策課

本町の貴重な文化遺産を保護・継承していくために、町
民が郷土の歴史や伝統に対する理解を深めるとともに、
文化財に対する愛護意識の啓発・普及を図ります。

関連団体、公民館事業等と連携し「寒川町
郷土歴史・文化財普及啓発事業」として普
及啓発事業を展開した。

教育政策課

【取り組みに対する評価】

2-3-1歴史・文化環境の保全

2-3歴史・文化を保全し、次世代へ継承する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目

備考
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【基本目標３】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します

33.3% 評価 2

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

5,426MWh
（H25実績を基

準）

2,681t-CO2

（H25実績を基準）

上水使用量 5,992千㎥ 5,957千㎥ ○ 環境課

施策の方向性 評価

3

2

3

3

3

2

2

2

公共施設におけるエネルギー利用の見える化を推進しま
す。

・BEMSの設置について、調査研究を行っ
ていく。

環境課

公用車におけるエコドライブ等を推進するとともに、更
新の際にはより低公害な自動車への移行を行います。

・公用車の更新計画において、低公害車の
購入の推進を継続的に行った。

環境課
財産管理課

湘南エコウェーブプロジェクトによる藤沢市・茅ヶ崎市
と連携した各種取り組みを推進します。

・先進的な水素技術を保有する企業の「工
場オンライン見学～車のエネルギーを学ぼ
う」や気候変動について学ぶ「気候変動適
応策オンライン講演会」を実施した。ま
た、気象予報士による地球温暖化防止を考
える講演会を実施した。

環境課

町の事務事業における省エネルギーを
推進します

地球温暖化対策実行計画（行政編）に基づく省エネル
ギー行動の徹底を図ります。（空調や照明の適正管理、
節水等）

・新型コロナウイルスの感染防止対策とし
て、職員の協力のもと、定期的な換気を行
うとともに、適切な空調管理を行った。
・役場庁舎の3箇所で緑のカーテンを設置
した。良好に生育したため、室内への直射
日光を抑制し使用電力の省力化に資するこ
とができた。

環境課

公共施設の省エネ診断を実施します。
・令和4年度は省エネ診断を実施した公共
施設なし。

環境課

町民、事業者に対する省エネルギーに
対する意識啓発を推進します

町民や事業者に対して、広報や町ホームページによる省
エネルギーの意識啓発を図ります。

・広報６月号及び12月号で地球温暖化防止
対策について掲載し、情報提供を行った。
・地球温暖化防止月間として12月に総合図
書館における展示やSNS等での広報を行っ
た。

環境課

エネルギー利用の見える化を促進します。

・HEMS（Home Energy Management
System）、BEMS（Building and
Energy Management System）の設置の
呼びかけを行っていく。

環境課

中小事業所の環境マネジメントシステムの認証取得を支
援します。

・H１９年度より実施していた「ISO等認証
取得促進事業費補助金」を、H２８年度よ
り名称を変更し、「中小企業活性化事業補
助金」とし、その中で、環境マネジメント
システムの認証取得に係る経費の補助を
行っている。また、2018年食品衛生法の
改正によりＨＡＣＣＰの導入が制度化され
たため、食品衛生に関する認証登録を新た
に対象へ追加。・環境マネジメントシステ
のISO9000シリーズ、ISO14000シリー
ズ、ISO22000（FSSC22000）シリー
ズ、エコアクション２１、エコステージ、
KES及びjfsmのいずれかを取得し、各種要
件を満たす中小企業者への補助を継続す
る。（H19年度～R4年度末まで13件。）
・HPの改正、広報紙への掲載により情報発
信を強化していく。

産業振興課

現状以下の維持

【取り組みに対する評価】

3-1-１省エネルギーの推進

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

環境課町の事務事業に伴うCO2排出量 2,252ｔ-
CO₂

1,823ｔ-
CO₂

1,394ｔ-
CO₂

2,526t-
CO₂

↑

環境課
財産管理課

・省エネ機器（照明、空調機）の導入ならび
に、電力供給業者間入札による再生可能エネ
ルギー供給比率が高い事業者より供給を受
け、電気料の低減に努めようとしたが、燃料
高騰による契約不調により、10月から3月
末まで、東京電力最終保証契約による供給に
至った。また一昨年より上昇する結果となっ
たことを踏まえ、節電に努めていく。
・新型コロナウイルスは感染法上の5類に引
き下げられたが、今後についても、引き続き
庁舎内の定期的な換気を行っていくほか、来
庁者・職員の健康に配慮しながら、適切な空
調の稼働時間、温度調整に努めていく。

町の事務事業に伴う電気使用量
5,317MW

h
5,209MW

h
5,100MW

h
686MWh ↑

3-1省エネルギーを推進する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目

備考

集計中
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施策の方向性 評価

町の事務事業における省エネルギーを
推進します

3

3

4

3-1　省エネルギーを推進する
取り組み全体の評価： 3

省エネ機器の導入を推進します

公共施設における省エネ機器（設備、事務機器）の導入
を推進します。

・LED照明や空調機に関しては独自に試算
を行い、LED照明はH25、空調機はH26
に導入を行った。庁舎と電力を共有してい
るということから、町民センターも省エネ
診断を実施し、H27に地下食堂の空調機交
換を行った。【財産管理課】
・導入した省エネ設備を活用し、令和４年
度も引き続き省エネに努めた。【財産管理
課】
・総合図書館の空調機を修繕し、館内の空
調環境の整備、改善を図った結果、省エネ
に寄与した。【教育施設給食課】
・町民センター和室の空調機を省エネ型の
機種に変更した。【教育施設給食課】
・総合図書館、町民センター、北部・南部
文化福祉会館の照明は、ほぼLEDとなって
いる。【教育施設給食課】

財産管理課
教育施設給食課

家庭や事業所における省エネ機器の導入を進めます。

・令和4年度より開始した「寒川町ゼロ
カーボン推進対策設備等導入補助金」によ
り町民の省エネ機器導入補助を実施してい
る。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

町の実態に即した独自の環境マネジメントシステムの導
入を検討します。

・第2次寒川町地球温暖化対策実行計画
（行政編）に即し取り組みを進めた。

環境課
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0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

町の公共施設における太陽光エネル
ギー利用施設数

10箇所 10箇所 → 環境課

施策の方向性 評価

4

2

3

2

3-2　再生可能エネルギーの利用を推進する
取り組み全体の評価： 3

公共施設における再生可能エネルギー
の活用を図ります

公共施設における太陽光発電などの再生可能エネルギー
設備の設置を検討します。

・太陽光発電設備等の低コストかつ高効率
な設備の導入方法について、調査研究を
行った。

環境課

再生可能エネルギーの導入に関する国や県の補助制度等
の情報を収集し、公共施設への導入にあたって、活用が
可能か検討します。

・国や県の補助制度等の情報を収集した
が、活用の検討には至らなかった。

環境課

家庭や事業所における再生可能エネル
ギーの利用促進に努めます

太陽光発電設備の普及促進に係る周知啓発を図ります。
・令和4年度開始の「寒川町ゼロカーボン
推進対策設備等導入補助金」のチラシ及び
HPにより周知を行った。

環境課

再生可能エネルギーの導入に関する国や県の補助制度等
の情報を収集し町民や事業者に広く情報提供するととも
に、町独自の補助制度の検討を進めます。

・広報誌面への掲載が出来なかったが、
ホームページ等での公開も進めていく。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

11箇所以上
・令和4年度新規設置施設はな
かったが、設備の導入に向け調
査研究を行った。

【取り組みに対する評価】

3-2-1　再生可能エネルギーの利用の推進

環境指標の項目

備考

3-2再生可能エネルギーの利用を推進する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】
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100.0% 評価 5

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

自主防災訓練の実施回数 21回 25回 ○ 町民安全課

施策の方向性 評価

4

4

4

4

水害に関する防災意識の向上を図りま
す

4

施策の方向性 評価

3

3

3

4

感染症対策を推進します

感染症リスクに関する情報提供を行います。

・地球温暖化の進行に伴い増加が予測され
る感染症の流行はなかった。流行の傾向が
見られた際には茅ヶ崎市保健所等の関係各
所と連携し、速やかに町民への情報提供を
実施する。

健康づくり課

学校や保育所等における児童や園児の手洗い励行や給食
の衛生管理の徹底を図ります。

・国による衛生管理マニュアルに基づき、
学校等における衛生管理の徹底を指示し
た。【学校教育課】
・各保育施設等において、手洗い励行は新
型コロナウイルス感染症の影響を受け、職
員、園児とも徹底を図った。給食室におい
ても、各施設の給食衛生マニュアル等に基
づき衛生管理の徹底を図った。【子育て支
援課】

学校教育課
子育て支援課

熱中症対策を推進します

小中学校、福祉施設等におけるエアコン設置を完備する
とともに、適切な温度設定と機器の維持管理に努めま
す。

・小中学校等におけるエアコン設置は、ほ
ぼ完備し、適切な温度設定と機器の維持管
理に努めた。

教育施設給食課

熱中症予防に係る情報提供や学習講座の開催を推進しま
す。

・町ホームページにて情報提供を行っている。ま
た、広報さむかわ8月号の特集にてコロナ禍にお
ける熱中症対策の情報提供を行った。加えて、高
齢者の保険事業と介護予防の一体的実施事業に係
る戸別訪問において、熱中症予防ハンドブックを
配布した。

健康づくり課

地域の自主防災組織の育成を促進し、防災訓練などを通
じて、町民の水害に関する防災意識の向上を図ります。

・旭小学校において避難所開設訓練を実施
し、自主防災組織に対して風水害時の避難
所運営の流れや洪水・内水ハザードマップ
の説明を行った。
・研修会や出前講座等の際にハザードマッ
プの説明を行った。
・コロナによる自粛ムードが収まり訓練回
数が増加した。
訓練開催25回。

町民安全課

3-3-2　健康対策の推進

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

雨水幹線等の整備を行います。
主に浸水の履歴がある箇所（小動幹線枝）
について枝線整備を進めた。

下水道課

町民、事業者へ洪水ハザードマップの周知徹底を図りま
す。

・旭小学校において避難所開設訓練を実施
し、自主防災組織等に対して洪水・内水ハ
ザードマップの説明を行った。
・研修会や出前講座等の際にハザードマッ
プの説明を行った。

町民安全課

水害対策を推進します

河川や水路の改修、排水施設の整備、雨水流水対策等を
推進します。

小出川河川改修事業（県）と排水施設整備
との調整を進めた。また、開発時の雨水流
出抑制の指導を行った。

下水道課

下水道管や貯留施設等の適切な維持管理を行います。
一之宮、一之宮西及び大曲の雨水幹線の浚
渫を実施し適切な維持管理を実施した。

下水道課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

22回
コロナによる自粛ムードが収ま
り訓練回数が増加した。
訓練開催25回。

【取り組みに対する評価】

3-3-1　自然災害対策の推進

環境指標の項目

備考

3-3気候変動の影響に適応したまちをつくる 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】
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施策の方向性 評価

3

3

（基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」）

環境課

3-3　気候変動の影響に適応したまちをつくる
取り組み全体の評価： 4

【基本目標３】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します　総合評価： 3

3-3-3　気候変動に伴う自然環境との関わりの把握

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

生態系の変化を把握します

定期的に町内の動植物の生息・生育状況を調査します。
【再掲】

・「川の生き物調査隊」や「野鳥観察会」
に加え、さむかわエコネットの事業として
「昆虫調査」「サギやま調査（7月・8
月）」「川の自然調べ（鳥類調査）（6
月・12月）」を実施し、情報を共有してい
る。
・新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑
み「川の生き物調査隊」及び「サギやま調
査（8月）」を中止とした。

環境課

気候変動と生態系の変化に係る情報収集と提供に努めま
す。

・気候変動については、湘南エコウェーブ
の事業において「気候変動適応策に関する
オンライン講演会」を実施した。なお、現
時点では、町内において生態系への顕著な
影響は見られていない。
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【基本目標４】資源が循環する仕組みを構築します

0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理
基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課
（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

一人1日当たりのごみ排出量 784ｇ 729ｇ 725ｇ 721ｇ 739ｇ ↑ 環境課

一人1日当たり家庭系ごみ排出量 612ｇ 457ｇ 453ｇ 449ｇ 586ｇ ↑ 環境課

リサイクル率 27.60% 33.30% 35.80% 39.90% 29.23% ↑ 環境課

一般廃棄物の年間総排出量 13,888ｔ 12,598ｔ 12,528ｔ 12,459ｔ 12,999ｔ ↑ 環境課

「不用品登録制度」の年間利用件数
(※成立した件数)

31件 34件 37件 40件 8件 ↓ 環境課

施策の方向性 評価

3

3

2

4

3

3

3

2

1

4

3

4

4

3家畜が排出する排泄物のリサイクルを促進します。

・町内酪農家で生産された堆肥で、農地
の土づくりを行う農業者に対し補助を行
うことで、作物の品質向上、安定生産を
図った。
・今後も取組を継続していく。

農政課

4-1　ごみの減量化や資源化を推進する
取り組み全体の評価： 3

リユース・リサイクルを推進します

機関紙などを通じてより分かりやすいごみの出し方を
周知啓発するとともに指導を行います。

・「ごみと資源物の正しい分け方・出し
方」を適宜改訂している。機関紙のゴミ
野ゲンゾウを通じてごみの分別等の周知
啓発を図った。

環境課

廃棄物の回収・再資源化を促進します。

・「ゴミ野ゲンゾウ見聞録」を作成し、
分別品目及び再資源化の呼びかけを行っ
た。
・インクカートリッジ里帰りプロジェク
トを実施し、使用済みインクカートリッ
ジの再資源化を図っている。

環境課

食品ロス削減などの協力店を充実させます。

・令和4年度は食品ロスを削減するための
町民向け「エコクッキング」講座を実
施。町内店舗向けの展開は、今後検討す
る。

環境課

フリーマーケットの開催による不用品再利用を促進し
ます。

・フリーマーケット（5月・10月）に実
施。新型コロナウイルス感染症対策を考
慮し出店を減らした開催手法であった
が、来場者も多く概ね好評であった。

環境課

不用品登録制度を推進します。

・ホームページでの利用を周知し、利用
を促すとともに、登録された不用品等に
ついては、随時HPを更新し掲載してい
る。

環境課

食品ロスを削減するための取り組みを推進します
（3010運動等）。

・広報及びゴミ野ゲンゾウ見聞録におい
て、食品ロス削減についての方法等周知
を行った。

環境課

ごみの発生抑制やリサイクルに関する児童向け及び自
治会等への環境学習や出前講座へ職員を派遣します。

新型コロナウィルス感染症拡大防止のた
め実施せず。

環境課

可燃ごみ及び廃プラスチック製容器包装の有料袋の継
続及び見直しを推進します。

・収集方法の見直し等に合わせ、種別及
び素材の検討を行っている。

環境課

事業者に対するごみの削減を周知啓発し指導を強化し
ます。

・令和3年度は町内4事業所を訪問し、情
報交換・指導を行った。

環境課

学校給食の残りの堆肥化など、学校での率先的なごみ
減量化を推進します。

・現在の自校方式の給食調理場について
は、センター化が決まっているため、堆
肥化等の取組は行うことが出来ていな
い。しかし、令和５年度から学校給食セ
ンターにおける残渣の処理について、生
ごみ処理機の導入等を検討している。
※評価については、機器選定等を実施し
ているため着手中と考え「２」とした。

教育施設給食課

プラスチックごみ（レジ袋）の削減につながるマイ
バック運動を推進します。

・12月の地球温暖化月間に、藤沢市、
茅ヶ崎市、寒川町の2市1町で構成される
湘南エコウェーブにおいて作成したエコ
バックやティッシュ等を配布し、レジ袋
削減の啓発を行っている。
・令和3年度より気候変動対策パネル展を
実施し、湘南広域都市行政協議会の事務
研究部会より提供のあったエコバックを
配布している。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

ごみの発生量を抑制します

生ごみ処理器（機）を普及推進するための広報を拡大
します。

・ゴミ野ゲンゾウ見聞録において、キ
エーロの周知を行った。

環境課

生ごみ処理機器の設置補助等によるごみ減量化を推進
します。

・平成26年度よりキエーロの斡旋販売を
継続して行っている。
（令和4年度販売実績：12台（累計151
台））

環境課

（238店舗は、H27年度～R元年度
の平均値）

【取り組みに対する評価】

4-1-1　４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）の推進

フリーマーケットの出店数 186店舗

238店舗の維持

158店舗 ↓ 環境課

・新型コロナウイルス感染拡大
状況から出店上限数を減らして
開催
・春85店舗、秋73店舗

4-1ごみの減量化や資源化を推進する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目
備考

集計中

確認中
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0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期（R6) 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R10) （R14)

違反ごみの収集量 5,114kg 4,900kg 4,700kg 4,500kg 6,217㎏ ↓ 環境課

施策の方向性 評価

ごみの適正管理を推進します 4

3

3

0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

雨水貯留施設設置助成件数
（平成24 年度以降の累計）

施策の方向性 評価

4

4

4

3

地下水に係る情報収集、情報提供を
推進します

4

4-3　水が循環するまちをつくる
取り組み全体の評価： 4

【基本目標４】資源が循環する仕組みを構築します　総合評価： 2

（基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」）

雨水貯留槽の設置や、浄化槽の転用を進め、雨水利用
を促進します。

・雨水貯留槽の設置に対する助成金実績
（４件）
・浄化槽の転用への助成金実績（０件）

下水道課

地下水の揚水量、地下水位の状況を把握します。【再
掲】

・県条例許可井戸の地下水利用の企業等
からの報告書を年2回受理し状況を把握し
ている。
・水位については、経年変化を確認して
いるが問題は確認されていない。

環境課

まちづくりにおける水循環を推進し
ます

農地・樹林地を保全し、地下水の涵養を図ります。

・露地、施設栽培の土作り対策に有機物
を利用し、地力効果を上げる農地の土壌
改良に対し補助を行うことで、作物の品
質の向上に努めた。【農政課】
・保存樹林地等の保全に努めた。
・今後も取組を継続していく。【都市計
画課】

農政課
都市計画課

雨水の敷地内浸透の促進を図ります。
・開発時に浸透施設の整備を指導し、開
発以外においても敷地内浸透の促進を
図った。

下水道課

道路排水の地下浸透を図ります。

・開発行為による帰属道路は浸透性集水
桝設置の協議を行っている。
・寒川は腐食土が多く水を含みやすい。
そのため越の山以外は地下水位が高く、
浸透しづらい地域であるため効果は高く
ないが、継続して浸透性集水桝設置の協
議を行う。
・Ｒ4開発8件中、8件に採用

道路課

下水道課
令和４年度は４件の助成金利用
あり。また、HP上での周知を
図った。

【取り組みに対する評価】

4-3-1　水循環の推進

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

35件 55件 71件 87件 ４２件 ↑

環境指標の項目

備考

4-2　ごみの適正管理・適正処理を推進する
取り組み全体の評価： 3

4-3水が循環するまちをつくる 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

ごみの収集回数の適正化に努めます。

・資源物の収集回数の適正化を図るた
め、令和4年11月に宮山の集合住宅、大
曲１・２丁目において、収集回数を月1回
から2回に変更する試験運用を行った。
・令和５年度以降にアンケート結果をふ
まえて適正化方針を検討予定。

環境課

ごみの適正処理を推進します

広域化計画に基づく廃棄物の適正処理を推進します。

・茅ヶ崎市、寒川町両市町で運営する、
寒川広域リサイクルセンター及び美化セ
ンターにおいて、廃棄物の適正処理に努
めた。

環境課

農業用廃棄物の適正処理を支援します。

・野焼きなどの行為が制限される中で、
廃ビニール、廃プラスチック、廃トレ
イ、廃農薬等の回収について補助を行う
ことで、適正で安全な処理に努めた。
・今後も取組を継続していく。

農政課

【取り組みに対する評価】

4-2-1　ごみの適正管理・適正処理の推進

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

環境指標の項目

備考

4-2ごみの適正管理・適正処理を推進する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】
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【基本目標５】快適で住みやすい都市環境を構築します

83.3% 評価 5

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

都市計画区域面積に対する緑地の割合 28.20% 28.20% ○ 都市計画課

1人当たりの公園面積 3.9㎡ 3.9㎡ 4.0㎡ 4.1㎡ 3.9㎡ ○ 都市計画課

緑化活動ボランティア数 12人 16人 20人 24人 260人 ○ 都市計画課

小出川の多自然型河川工法等による整
備延長

2,692.9ｍ 2907.9m ○ 都市計画課

親水護岸の箇所数 2箇所 ２箇所 ○ 都市計画課

施策の方向性 評価

3

4

3

3

3

3

3

3

2河川沿道の緑道化を推進します。

・緑道化については、緑の基本計画にも
後期の施策として計画しているが、現在
ある河川沿道の自然観察の森等の維持管
理については、関係団体と協力して行っ
た。

都市計画課

5-1　都市の中の水辺や緑を創出する
取り組み全体の評価： 3

潤いある水辺の創出を推進します

河川改修工事において、関係機関へ必要に応じ環境配
慮を求めます。

・現在河川改修工事を行っている小出川
については、神奈川県において策定され
ている小出川・千の川河川整備計画にて
定められている河川環境の整備と保全に
関する事項などに基づき進められてい
る。

都市計画課

農業用排水路などの整備において、水辺環境に配慮し
ます。

・岡田地区び一之宮地区の農業用排水路
等４箇所の改修を実施した。発生土を使
用したり、低騒音の機械を使用すること
で、環境に配慮した整備を行った。今後
も環境に配慮した材料、機械の使用に努
める。

農政課

町内の湧水地を保全し、活用方法を検討します。

・さむかわエコネットと町環境課職員に
よる「湧水調査」を毎年実施している。
今後も調査を継続し、湧水の現状把握及
び保全、活用方法を検討していく。

環境課

町民、事業者の緑の創出を促進します

町民、事業者による緑化活動を推進します。
・再開された緑化フェアにおいて苗木を
配布を行い、緑化活動の啓発に努めた。

都市計画課

開発時などにおける緑化を指導します。
・開発協議の際に、開発指導要綱に基づ
き、緑地の確保の指導を行った。

都市計画課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

公共施設における緑の創出を推進しま
す

公園整備、維持管理を進めます。

町として新たな公園の整備については予
定がないため提供公園等による整備とな
る。現在ある公園については、樹木の剪
定や植え込みの草刈りなど適切な整備に
努めた。

都市計画課

街路樹など、緑地帯の適切な維持・管理を進めます。

・街路樹98本の剪定作業を行った。
また大きくなりすぎた宮山小谷33号線の
低木について剪定作業を行い、維持管理
に努めた。

道路課

公共施設の緑化を進めます。

・みどりの基本計画における緑化目標を
踏まえ、事業担当課での取組を指導する
とともに、今後グリーンライン整備に伴
い計画されている公園についても、県と
協議し緑化を進めていく。

都市計画課

現状より増やす
令和4年度の整備完了延長は約
95ｍ。

2箇所（現状維持）

【取り組みに対する評価】

5-1-1　都市の中の水辺や緑の創出の推進

（17回は、H27年度～R元年度の平
均値）

河川を活用した事業実施回数（他団体
との連携を含む）

13回

17回の維持

13回 ↓ 環境課

相模川美化キャンペーン1回、目久尻川ク
リーン作戦8回、小出川クリーン作戦2回、
目久尻川ふれあいウォーク1回、自然観察
の森での環境学習会1回

28.2％（現状維持）

令和4年度末に1団体増えたこ
とによる増

5-1都市の中の水辺や緑を創出する 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】

環境指標の項目

備考
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0.0% 評価 1

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理

基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課

（令和元年度） （R6) （R10) （R14)

町道維持工事着手率（90路線） 93.30% 96.60% 98.90% 100% 93.96% ↑ 道路課

施策の方向性 評価

4

4

4

3

4

3

4

3

3

施策の方向性 評価

新たなまちづくりにあたって環境配慮
に努めます。

2

5-2　環境に配慮した交通インフラの整備などのまちづくりを推進する
取り組み全体の評価： 3

5-2-2　地域整備における環境配慮

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

ツインシティ倉見地区の整備にあたっては既存の農地
や自然環境との調和に配慮するとともに、地球環境に
やさしい環境共生都市の実現を目指します。

・現在、まちづくりの検討段階のため、
ツインシティ倉見地区まちづくり基本計
画の理念に基づき、まちづくりの検討を
行っていく。
・（参考：まちづくりの理念）広域的な
交流連携を目指す拠点づくりを核としつ
つ、既存の農地や自然環境との調和にも
配慮した賑わいと魅力ある環境共生の都
市づくり

倉見拠点づくり
課

まちの公共交通機関の充実を図るとともに、公共交通
機関の利用を促進します。

・ルートの設定、一部ルート延長に係る
実証運行などを行ってきた。また、関係
機関や運行事業者などと利用促進策を検
討・実施した。

都市計画課

サイクルアンドバスライドの利用を促進します。

・現在設置されている、キリンビバレッ
ジ前バス停の前面にあるサイクルアンド
バスライドの利用促進として、利用者へ
の情報提供等を行った。

都市計画課

利便性が高く、環境負荷の低減へ繋が
る公共交通、インフラ整備を推進しま
す

安全で歩きやすい歩道の整備を進めます。
・令和4年度、歩道整備を1路線実施し
た。

道路課

自転車が利用しやすい環境づくりを推進します。

・県交通安全対策協議会による自転車交
通事故多発地域の指定について、令和3年
度は指定されなかったが、以前として自
転車関係事故の発生は多い状況のため、
安全に自転車を利用してもらうよう、引
き続き5月の自転車マナーアップ強化月間
を中心にのぼり旗の掲示等注意啓発を
行った。

町民安全課

不法占有物や放置自転車に関する取り組みを行いま
す。

・「寒川町自転車等の放置防止に関する
条例」に基づき、毎週１回、寒川駅周辺
の自転車等放置禁止区域に放置されてい
る自転車の警告・撤去を行った。（11
台）【町民安全課】
・令和4年度35件の不法占用物・放置自
転車についての対応を行った。【道路
課】
・今後も放置自転車に対する取組を継続
する。

道路課
町民安全課

日常の通勤・通学や買い物などで利用しやすい交通
ネットワークを形成します。

地域公共交通計画の策定に着手した 都市計画課

公共自転車駐車場の利便性を向上し、自転車利用を促
進します。

・平日の通勤時間帯に、JR宮山駅・倉見
駅自転車等駐車場内に整理員を配置し、
利便性の向上を図った。
・毎月１回、JR宮山駅、倉見駅自転車等
駐車場内に放置されている自転車の撤去
を行った。（68台）
・寒川駅南口と北口の自転車等駐車場
は、公益財団法人自転車駐車場整備セン
ターが所有し、管理運営を行った。（平
成２９年４月１日より、寒川駅南口およ
び北口自転車等駐車場がオープンし
た。）

町民安全課

幹線道路網の整備により、生活道路への通過交通量を
削減します。【再掲】

・県に整備促進の要望を行った。今後も
継続して要望等を行う。
・藤沢大磯線が開通している。
（H25.3）

都市計画課

道路の維持補修等による道路面の適正な維持・管理に
努めます。【再掲】

・町道のパトロール等により、交通に支
障を与える障害物及び破損箇所その他当
該施設の正常な利用を阻害する要因を早
期に発見し、破損箇所等の補修を行っ
た。また、緊急を要する異常を発見した
場合は応急措置を行い、道路機能を保持
し、交通の安全を確保した。
・今後においても適正な維持・管理に努
める。

道路課

【取り組みに対する評価】

5-2-1　公共交通やインフラ等の整備

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

環境指標の項目

備考

【環境指標に対する本年度の実績】

5-2環境に配慮した交通インフラの整備などのまちづくりを推進する 環境指標の達成割合
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60.0% 評価 4

現状及び 達成目標 達成目標 達成目標 実績値 評価 進行管理
基準年度実績値 前期 中期 後期 R4 R4 担当課
（令和元年度） （R6） （R10） （R14）

不法投棄パトロールによる不法投棄箇
所確認

3箇所 2箇所 1箇所 0箇所 3箇所 → 環境課

自主的な環境美化活動の回数 50回 55回 60回 65回 69回 ○ 環境課

環境美化活動の参加人数

（美化キャンペーンへの参加も含む）

環境美化活動の実施団体等 41団体 46団体 49団体 52団体 58団体 ○ 環境課

さむかわエコネットの環境活動におけ
る参加人数（目久尻川クリーン作戦）

187人 200人 215人 230人 242人 ○ 環境課

施策の方向性 評価

3

3

3

4

4

4

4

4

施策の方向性 評価

3

3

3

まちなかにおける美しい景観を創出し
ます

寒川駅周辺における緑の空間の維持を推進します。
・植樹桝や樹木の選定および手入れ等の
管理を行っている。【道路課】
・なし【都市整備課】

道路課
都市整備課

遊休農地等を活用した景観作物の栽培などを進めま
す。

・遊休農地にひまわり・菜の花を植え、
景観作物の栽培を行った。

農政課

土地区画整理事業に併せ地区整備計画を策定し、秩序
ある土地利用を図ります。

・新たに整備する公園を地区施設に位置
付けたほか、地区内の土地利用属性ごと
に環境確保を図ることで優良な市街地形
成を目的とした地区整備計画を策定し
た。

都市整備課

ペットの適正な飼養方法について啓発します。（ペッ
トの糞の放置禁止等）

・ペットの避難訓練と愛犬のしつけ教室
を実施した。
・広報9月号と3月号で周知啓発を行っ
た。

環境課

5-3-2　景観の保全

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

環境美化活動を促進します

寒川町住みよい環境を守り育てるまちづくり条例に基
づくまちの美化活動を推進します。

・予定通り、年2回（6月、11月）のま
ちぐるみ美化運動や相模川美化キャン
ペーンを実施した。

環境課

自治会・企業・学校などでの環境美化活動等を支援し
ます。

・自主的な環境美化活動を支援するた
め、無償でごみ袋の配布やごみの収集運
搬を行った。

環境課

まちぐるみ美化運動や河川美化キャンペーンなどの取
り組みを推進します。

・まちぐるみ美化運動を年2回、相模川美
化キャンペーンを年1回実施している。
・まちぐるみ美化運動は参加者が高齢化
となっている傾向が見られ、子育て世帯
等に向けた参加の呼び掛けが課題となっ
ている。
・さむかわエコネットにより河川のごみ
拾いを行う目久尻川クリーン作戦と、川
に入って川底の清掃を行う小出川クリー
ン作戦が実施された。
・桂川・相模川流域協議会湘南協議会に
より相模川河川敷の環境美化活動が実施
された。

環境課

不法投棄対策を推進します

不法投棄パトロールを実施します。
・令和4年度は3回（5/13、7/13、
11/11）実施。

環境課

不法投棄箇所における看板設置などによる意識啓発活
動を推進します。

・町環境課窓口において、不法投棄禁止
看板の無償配布を行った。

環境課

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

散乱ごみ対策を推進します

ごみ集積場での散乱を防止します。
・カラス等によるごみの散乱被害の問合
せについて、適切な防止策案を提示し
た。

環境課

ポイ捨て防止の啓発を進めます。

・ポイ捨て禁止看板を設置及び無償配布
を行っている。
・5月のニコニコリサイクルフリーマー
ケットに併せて、条例啓発キャンペーン
を実施した。
・小中学生を対象に「住みよい環境を守
り育てるまちづくりポスターコンクー
ル」を実施し、町民センターで展示会を
実施した。最優秀作品を町発行のポス
ターのデザインとし、町内事業所や病
院、コンビニ等に配布した。

環境課

【取り組みに対する評価】

5-3-1　環境美化活動や不法投棄対策の推進

4,580人 4600人 4,650人 4,700人 2416人 ↓ 環境課

環境指標の項目
備考

国・県・事業所と合同で実施し
ていたが、新型コロナウイルス
の感染拡大防止のため、職員の
みで実施した。

5-3清潔で美しいまちをつくる 環境指標の達成割合

【環境指標に対する本年度の実績】
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施策の方向性 評価

新たなまちづくりにおける美しい景観
を形成します

3

5-3　清潔で美しいまちをつくる
取り組み全体の評価： 3

【基本目標５】快適で住みやすい都市環境を構築します　総合評価： 3

（基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」）

具体的な取り組み 実施状況 進行管理担当課

ツインシティ倉見地区、田端西地区の整備など新たな
まちづくりにあたっては、周辺環境と調和する景観を
形成します。

・現在、まちづくりの検討段階のため、
ツインシティ倉見地区まちづくり基本計
画の理念に基づき、まちづくりの検討を
行っていく。【倉見拠点づくり課】
・（参考：まちづくりの理念）新幹線新
駅誘致地区周辺としての新たな都市空間
と、周辺の農地や自然環境が調和したま
ちづくりを進めることにより、魅力的な
市街地空間の形成を図る。【倉見拠点づ
くり課】
・田端西地区に新たに公園を設置するほ
か緑化に努めていく。【都市整備課】

倉見拠点づくり
課

都市整備課
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（２）重点プロジェクトの評価

重点プロジェクトについては、取り組みごとに示した数値管理目標により評価を行っています。

評価の結果、「数値管理目標を達成した」が 20 個、「数値管理目標をほぼ達成した（80％以上）」

が 4 個、「取り組みは実施したが、数値管理目標までには至らなかった」が 3 個、「取り組みは進

んでいない、取り組んでいない、後退した」が 2個、「評価できない」が 1個となっています。 

「数値管理目標を達成」及び「数値管理目標をほぼ達成」が半数を超えた結果となりましたが、

「取り組みは進んでいない、取り組んでいない、後退した」数値管理目標が 2 個あったため、こ

れらについては、令和 5年度以降、確実に取り組みを進めていく必要があります。 

重点プロジェクトの評価 

評価 評価の説明 R4 個数 前年度個数 

◎ 数値管理目標を達成した 20 18 

〇 数値管理目標をほぼ達成した（80％以上） 4 1 

△ 取り組みは実施したが、数値管理目標までには至らなかった。 3 5 

× 取り組みは進んでいない、取り組んでいない、後退した 2 3 

― 評価できない 1 3 
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【重点プロジェクトの評価区分】

◎：数値管理目標を達成した

○：数値管理目標をほぼ達成した（８０％以上）

△：取り組みは実施したが、数値管理目標の達成までには至らなかった

×：取り組みは進んでいない、取り組んでいない、後退した

—：評価できない

備考 進行管理担当課

実績 評価 12回 ◎ 12回 ◎

実績 評価 0回 △ 1回 ◎

備考 進行管理担当課

実績 評価
761.38

ha
◎

761.38
ha

△

実績 評価 4件 △ 8件 △

備考 進行管理担当課

実績 評価 0回 ー 1回 ◎

実績 評価 6回 △ 10回 ◎

実績 評価 1回 △ 2回 ◎

実績 評価
32,115

kg
○

47,958
㎏

◎

重点プロジェクトに対する評価

【水辺を中心としたまちをきれいにしよう！プロジェクト】

（１）小出川を中心とした河川水質の改善・監視強化

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み１ 目久尻川、小出川の水質調査（定期検査）の実施 ・月に1度、2河川3ヶ所（目久尻川、小出
川）、1排水路1ヶ所（一之宮幹線（一之宮第
２排水路））の計4ヶ所で調査を実施してい
る。小出川の２ヶ所及び一之宮幹線（一之宮第
２排水路）については、BODの環境基準を超
過した月があった。

環境課数値管理目標 年12回実施 年12回実施 年12回実施 年12回実施

（２）下水道整備の推進と接続の推進

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み２
小出川における流域自治体との水質調査情報交換による汚染源の特定と対策の検
討 ・汚濁発生源を絞り込みを行うため、神奈川県

大気水質課による小出川及びその支川や排水路
等の簡易水質調査が実施された。

環境課数値管理目標 年1回以上の実施 年1回以上の実施 年1回以上の実施 年1回以上の実施

取り組み１ 未整備区域の下水道整備の推進 ・R4年度は、未整備区域への汚水本管の整備
は実施していないが、整備区域内で公共汚水桝
が設置されていない土地への整備を（N=12箇
所）実施した。
・引き続き事業計画内の整備に向け埋設物調査
を進める。

下水道課数値管理目標 761.38ha 761.66ha 762.17ha 762.17ha

（３）水辺を中心とした環境美化の推進

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み２ 未接続家庭等への公共下水道への接続の推進
・供用開始地域内で新たに8件接続した。また、大蔵地
区未接続２５件に対し訪問し接続促進を行った（不在
の場合はチラシを投函）。
・今後はHPなどによる接続促進の周知、及び、個別訪
問での周知ビラでの接続促進に取り組む。

下水道課
数値管理目標 18件 18件 18件 18件

取り組み１ 河川美化キャンペーンの実施 ・５月に相模川美化キャンペーンを実施。令和
元年度以来の開催となったが、参加団体４５団
体、参加者数６２９人であり、多くの方が関心
をもって参加いただいた。

環境課数値管理目標 年1回実施 年1回実施 年1回実施 年1回実施

取り組み２
目久尻川クリーン作戦及び小出川クリーン作戦の実施（さむかわエコネット主
催） ・天候にも恵まれ、予定回数10回の実施がで

きた。一般参加者も含めのべ人数265名の参
加をいただいた。

環境課数値管理目標 年9回実施 年9回実施 年9回実施 年9回実施

取り組み３ まちぐるみ美化運動の実施
・6月及び11月に予定どおり2回実施。各回と
も自治会や事業所を含め40団体以上の参加で
あった。

環境課数値管理目標 年2回実施 年2回実施 年2回実施 年2回実施

取り組み４
河川美化キャンペーン、目久尻川・小出川クリーン作戦、まちぐるみ美化運動、
その他環境美化活動でのごみの収集量の削減

・各イベントについて予定通り実施。数値管理
目標を達成している。

環境課数値管理目標 54,000kg 53,500kg 53,000kg 52,500kg
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備考 進行管理担当課

実績 評価 1箇所 ◎ 1箇所 ◎

実績 評価 0回 × 1回 ◎

実績 評価 0回 ー 1回 ○

実績 評価 219人 △ 185名 △

備考 進行管理担当課

実績 評価 4回 ◎ 4回 ◎

（４）水辺の自然とのふれあいの推進

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み１ 目久尻川ふるさと緑道等における動植物への配慮や観察に資する整備
・さむかわエコネットとの協働で自然観察の森
に看板を設置する等の整備を行った。引き続き
協働の取り組みを進めていく。

都市計画課数値管理目標 年1箇所以上実施 年1箇所以上実施 年1箇所以上実施 年1箇所以上実施

取り組み２ 自然観察の森における自然観察会の実施 ・令和4年度に初めての事業として、3月初旬
に座学と春の植物の観察を行った。親子等の数
多く参加いただき、町の自然環境に触れ合う場
として概ね好評であった。

環境課数値管理目標 年1回以上実施 年1回以上実施 年1回以上実施 年1回以上実施

取り組み３ 川の生き物調査隊、野鳥観察会の実施 ・野鳥観察会について、予定通り実施。目久尻
川沿いを中心に冬の野鳥観察を行った。
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響から
「川の生き物調査隊」を中止した。

環境課数値管理目標 年2回実施 年2回実施 年2回実施 年2回実施

（４）水辺の自然とのふれあいの推進

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み４
自然環境に係るイベントへの参加人数の増進（川の生き物調査隊、野鳥観察会、
目久尻川ふれあいウォーク） ・野鳥観察会及び目久尻川ふれあいウォークを

実施。川の生き物調査隊は、新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響から中止した。

環境課数値管理目標 250人 255人 260人 265人

取り組み５ 町内に生息・生育する動植物調査の実施 ・「川の生き物調査隊」や「野鳥観察会」に加
え、さむかわエコネットの事業として「昆虫調
査」「サギやま調査（7月・8月）」「川の自
然調べ（鳥類調査）（6月・12月）」を実施
し、情報を共有している。
・新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑み
「川の生き物調査隊」及び「サギやま調査（8
月）」を中止とした。

環境課
数値管理目標 年4回以上実施 年4回以上実施 年4回以上実施 年4回以上実施
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備考 進行管理担当課

実績 評価
１回以上

実施
◎

１回以上
実施

◎

実績 評価
1回以上
実施

◎
１回以上

実施
◎

実績 評価
1回以上
実施

◎
１回以上

実施
◎

備考 進行管理担当課

実績 評価 適宜 ◎ 適宜 ◎

実績 評価 4施設 ◎ ４施設 ◎

実績 評価 0施設 × 0施設 ×

備考 進行管理担当課

実績 評価 0施設 × 0施設 ×

備考 進行管理担当課

実績 評価 1回 ー 3回 ◎

備考 進行管理担当課

実績 評価 2施設 ◎ 40施設 ◎

【二酸化炭素排出実質ゼロのまちキックオフ！プロジェクト】

（１）公共施設における施設設備等の運用改善

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み１ 中央熱源型空調機における高効率な運転方法への調整
・来庁者・職員の健康に配慮しながら、適切な
空調の稼働時間、温度調整に努めた。
・社会教育施設において実施している。今後も
引き続き必要な調整を行っていく。

財産管理課
教育施設給食課

数値管理目標 年1回実施 年1回実施 年1回実施 年1回実施

取り組み2 庁舎等の照明の間引き、必要限度の照度への調整
・照明の消灯等を行う等の調整を行った。
・社会教育施設、学校施設において実施してい
る。今後も引き続き必要な調整を行っていく。

財産管理課
教育施設給食課

数値管理目標 年1回実施 年1回実施 年1回実施 年1回実施

（２）公共施設における施設設備等の更新

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み3 空調機器のフィルター類の清掃頻度を上げた送風効率の向上
・令和4年度に空調用ダクト清掃を行い、送風
効率の向上に努めた。
・社会教育施設、学校施設において実施してい
る。今後も引き続き必要な調整を行っていく。

財産管理課
教育施設給食課

数値管理目標 年1回実施 年1回実施 年1回実施 年1回実施

取り組み2 街路灯をはじめとする町有施設の照明のLED化 ・田端宮山６号線に設置された道路照明につい
て、老朽化による建て替えに伴い、LED照明
への更新を行った。【道路課】
・社会教育施設、学校施設において実施してい
る。【教育施設給食課】

道路課
教育施設給食課

数値管理目標 1施設以上

取り組み１ 高効率ヒートポンプなど省エネルギー型の空調設備への更新
・社会教育施設、学校施設において設置時に高
効率、省エネタイプの空調設備を選択してい
る。

教育施設給食課数値管理目標 1台以上

（３）公共施設における再生可能エネルギーの導入

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み3 国・県の補助事業等を積極的に活用した省エネ設備の導入

・老朽化に伴う更新時に、随時補助事業を活用
し、省エネ設備を導入していく。

環境課数値管理目標 1施設以上

（４）湘南エコウェーブプロジェクトの推進

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み１ 町の公共施設などへの太陽光発電設備等の導入
・太陽光発電設備等の低コストかつ高効率な設
備の導入方法について、調査研究を行った。今
後も先進自治体の導入事例を研究していく。

環境課数値管理目標 1施設以上

（５）再生可能エネルギー由来の電力調達による電力使用の低炭素化

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み１ みどりの保全セミナー、親子環境バスツアーなどの各種環境学習事業を実施
・新型コロナウイルスの感染拡大状況を鑑み、
「じぶんの生き物図鑑をつくろう」「車のエネ
ルギーを学ぼう」「気候変動のオンライン学習
会を実施した。

環境課数値管理目標 年3回実施 年3回実施 年3回実施 年3回実施

取り組み１ 町の公共施設における再生可能エネルギー由来の電力調達の導入
・寒川広域リサイクルセンター及び公共施設の
低圧全39施設について、再生可能エネルギー
100%の電力を導入した。引き続き、公共施
設への導入を拡大を進めていく。

環境課数値管理目標 1施設 1施設 1施設 1施設
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備考 進行管理担当課

実績 評価 ２回 ◎ 1回 ○

実績 評価 1社 ◎ ー ー

実績 評価 ◎ 90件 ◎

備考 進行管理担当課

実績 評価
17.78
ha

◎
15.56
ｈａ

○

実績 評価 2地区 ◎ 2地区 ◎

備考 進行管理担当課

実績 評価
18.81
ha

◎
18.81
ha

○

実績 評価
37.85
ha

◎
37.85
ha

◎

実績 評価
10.29
ha

◎
10.29
ha

◎

（６）町民・事業者に対する省エネ行動や再生可能エネルギー導入の促進

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み１ 広報における省エネ行動促進特集記事の掲載
・広報6月号の特集記事に掲載し、周知啓発を
行った。今後も可能な限りの節電等を呼び掛け
るなど、より一層の省エネ行動の促進に向けた
周知啓発を行っていく。

環境課数値管理目標
年2回（夏季1回、
冬季1回）掲載

年2回（夏季1回、
冬季1回）掲載

年2回（夏季1回、
冬季1回）掲載

年2回（夏季1回、
冬季1回）掲載

取り組み2 町内事業所に対する神奈川県の省エネ診断事業等の積極的な紹介と受診促進

・令和4年度は、県事業として省エネ診断を実
施していない。

環境課数値管理目標
受診事業者1社以

上
受診事業者2社以

上
受診事業者3社以

上
受診事業者4社以

上

（７）二酸化炭素の吸収源となる樹林地の保全

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み3 町独自の再生可能エネルギー導入に向けた補助制度の検討と実施
・令和4年度に「寒川町ゼロカーボン推進対策
設備等導入補助金」の制度を開始、個人向け補
助として90件実施済み。※実績件数は導入台
数を件数として計上した。

環境課数値管理目標 制度の検討
制度開始（制度利
用者2者以上）

制度開始（制度利
用者2者以上）

制度開始（制度利
用者2者以上）

取り組み１ 地域森林計画対象民有林面積の維持の促進
・２件提出があった森林伐採届は、いずれも小
規模な間伐のみで、大規模な皆伐はなかった。
・今後も森林の保全に努めていく。

農政課数値管理目標 17.78ha 17.78ha 17.78ha 17.78ha

（８）都市緑化等による二酸化炭素の吸収源の創出

項　目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

取り組み2 自然環境保全地域の指定の継続

・環境保全地域は現状維持することができた。
引き続き保全に努める。

都市計画課数値管理目標 2地区の指定維持 2地区の指定維持 2地区の指定維持 2地区の指定維持

取り組み１
街区公園などの身近な公園や、地区公園や運動公園などの大規模な公園、都市
緑地、緑道などの整備の推進

・新規の公園整備及び開発行為等による公園の
提供が無かったため増減なし。

都市計画課数値管理目標 18.81ha 19.38ha 19.38ha 19.38ha

取り組み2 公共施設における緑地の維持の推進

・樹木の剪定や植え込みの草刈りなど適切な整
備に努めた。今後も必要な整備を行っていく。

都市計画課数値管理目標 37.85ha 37.85ha 37.85ha 37.85ha

取り組み3 民間施設における緑地の維持の促進

・開発指導要綱に基づく緑地を設置した場合に
は、適切な管理をするよう依頼した。

都市計画課数値管理目標 10.29ha 10.29ha 10.29ha 10.29ha

確認中
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